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応援ありがとうございます

村報
筑北
平成26年9月19日発行

編集　筑北村総務課
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北2187番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口 5,038人

男 2,459人

女 2,579人

戸　数 1,901戸

（平成26年8月31日現在）

第54号

総
合
支
所
村
民
課
の
事
務
所
・
窓
口

は
、
本
城
庁
舎
に
隣
接
す
る
多
目

的
ホ
ー
ル
を
仮
事
務
所
と
し
、
9
月

1
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
日
、
祝
祭
日
等
の
日
直
業

務
は
、
9
月
よ
り
本
城
庁
舎
北
側
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
に
は

た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
本
城
庁
舎
の
改
修
工
事
の
状
況

工
事
は
、
26
年
度
、
27
年
度
の
2

か
年
に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
改
修
工
事
の
主
た
る
項
目

の
一
つ
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が

あ
り
ま
す
。
設
計
の
段
階
で
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
工
事
に
伴
い
地
盤
強
度
を
保

つ
た
め
の
杭
工
事
が
必
要
と
な
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

設
計
を
見
直
し
、
工
期
の
再
検
討
を

し
た
結
果
、
27
年
3
月
末
ま
で
の
工

期
で
は
実
施
困
難
と
判
断
し
、
27
年

度
に
ま
た
が
っ
て
行
う
計
画
と
し
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
は
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た

村
議
会
9
月
定
例
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の
み
な
さ
ま

に
は
本
城
庁
舎
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
の
利
用
面
で
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
期
間
が
延
び
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
仮
事
務
所
で
の
業
務
開
始

今
回
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
期
間

中
の
住
民
福
祉
課
、
建
設
課
、
本
城

本
城
庁
舎
改
修
工
事
に
つ
い
て 

そ
の
２

本城庁舎周辺位置図

国
道
４
０
３
号

 

 

 
多目的ホール

【本城庁舎】
本城総合支所・
農村環境改善センター

 

※仮事務所

 

 

閉庁時窓口柔剣道場  
加工施設 

「ふるさと筑北応援寄附金」
●ふるさと筑北応援寄附金とは…？
　通称“ふるさと納税”と呼ばれ、自分が応援したいと思う都道府県・

市区町村への寄附のことです。

　筑北村にゆかりのある方、生まれ育った方、住んでみたい方、生まれ

も何も関係ないけど応援したい…皆様の思いを、寄附金を通じて伝えて

いただけます。

●税金が控除されます…！
　寄附をいただいた場合には、寄附金額から２, ０００円を差引いた金額が所得税と住民税から控除されます。

寄附金控除を受けるためには、確定申告を行う必要があります。「寄附領収証明書」を発行しますので、２月

１６日から３月１５日の間にお住まいの市区町村、または税務署で申告をしてください。

●謝礼品をプレゼントします…！
　４, ０００円以上ご寄附いただいた場合には、筑北村の特産

品をプレゼントします。

　はぜかけ米、野菜、お酒、味噌など、筑北村の特産品を集

めたカタログの中からお好きなものをお選びいただきます。

●ふるさと筑北応援寄附金（ふるさと納税）をするには…？
①「ふるさと筑北応援寄附金申出書」に必要事項をご記入のうえ、筑北村総務課までご提出ください。窓口、郵送、

ファックス、メール、いずれの方法でもご提出いただけます。

※用紙はご連絡いただければ郵送、ファックス、メール等でお届けいたします。また筑北村ＨＰからもダウ

ンロードが可能です。

②申出書を確認後、納付書を送付いたします。納付書によるお振込み、又は現金書留によりご送金ください。

筑北村役場の窓口で納付していただくこともできます。

③寄附いただいた後、税金の控除等に必要な「寄附領収証明書」とカタログをお届けいたします。

　カタログの中から、特産品をお選びください。

　　　　　　平成２５年１月から平成２６年３月までの間に下記の方々より寄附をいただきました。

　　　　　　清水　秀水様（山梨県）、中野　方子様（愛知県）、石田　敦信様（東京都）　他７件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　５５５, ８００円

【お問合せ　総務課　０２６３－６６－２２１１】

応援ありがとうございます

新設窓口イメージ

エレベーター設置後イメージ 本城総合支所仮事務所 本城総合支所日直窓口
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坂
北
小
学
校
か
ら
筑
北
ひ
ま
わ
り

保
育
園
の
南
側
を
通
る
村
道
学
校
線

は
、
幅
員
が
約
４
・
０
ｍ
で
歩
道
が

な
く
、
通
学
路
と
し
て
交
通
安
全
上
、

危
険
な
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
、
保
育
園
が
統
合

さ
れ
、
来
年
度
に
は
、
現
在
の
坂
北

小
学
校
位
置
に
、
統
合
小
学
校
と
し

て
筑
北
小
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
道
路
を
通
学
す
る
児
童

や
送
迎
車
両
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
危
険
な
状
況
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
し
、
園
児
、
児

童
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道

の
設
置
と
道
路
幅
員
を
広
げ
る
工
事

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
工
事
完

了
後
に
は
、
道
路
幅
員
が
５
・
０
ｍ

そ
の
外
側
に
１
・
５
ｍ
の
歩
道
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
工
事
の
期
間
は
、
平

成
26
年
度
、
27
年
度
の
２
カ
年
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
工
事
は
、
小
学
校
の
校
庭
側

を
削
り
道
路
の
幅
員
を
確
保
す
る
た

め
、
学
校
敷
地
内
の
樹
木
を
伐
採
す

る
必
要
が
出
て
き
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、
ご
理
解

　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
左
記
に

よ
り
、無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
、

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

９
月
30
日
（
火
）
午
後
3
時
ま
で

●
予
約
受
付

　

役
場
総
務
課
又
は
各
総
合
支
所
村

　

民
課
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

◇
相
談
内
容

土
地
や
建
物
に
関
す
る
相
談
、
会

社
・
各
種
法
人
に
関
す
る
相
談
、

相
続
に
関
す
る
相
談
、
成
年
後
見

に
関
す
る
相
談
、
相
隣
関
係
に
関

す
る
相
談
、
借
入
金
・
貸
付
金
に

関
す
る
相
談
、
損
害
賠
償
に
関
す

る
相
談
、
地
代
・
家
賃
等
に
関
す

る
相
談
、
そ
の
他

◇
日
程
・
場
所

　

●
開
設
日
（
３
地
区
同
日
）

　
　

10
月
１
日　

水
曜
日

長
野
県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法

に
伴
う
村
内
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
の
指
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
土
砂

災
害
防
止
法
と
は
、
土
砂
災
害
か
ら

国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
土
砂
災

害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
の

危
険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
、
住
宅
等
の
新
規
立
地
の
抑
制
等

の
ソ
フ
ト
対
策
を
行
う
も
の
で
す
。

今
回
指
定
す
る
区
域
は
、
土
石
流

と
が
け
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
次
の
区

域
で
す
。

今
回
の
区
域
指
定
の
一
方
で
、
土

砂
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
堰
堤
や

擁
壁
等
の
ハ
ー
ド
対
策
も
進
め
て
は

い
ま
す
が
、
多
大
な
時
間
と
費
用
を

要
す
る
た
め
、
全
国
で
50
万
箇
所
以

上
と
い
わ
れ
る
警
戒
区
域
す
べ
て
を

対
応
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。

近
年
、
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
７
月
に
は
、
県
内
で
も

大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
尊

い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
土
砂
災
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
は
「
日
頃
の
備

え
」
と
「
早
め
の
避
難
」
に
心
掛
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

村
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
危
険
個
所
を
周
知
す
る
こ
と
や

的
確
な
避
難
勧
告
等
の
発
令
が
で
き

る
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
皆
様
は
、
警
戒
区
域
等
の

指
定
予
定
箇
所
は
建
設
課
、
各
総
合

支
所
村
民
課
及
び
村
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
で

村
道
学
校
線
拡
幅
及
び

歩
道
設
置
工
事
を
行
い
ま
す

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
つ
い
て

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
建
設
課　

建
設
係
）現在の村道学校線計画横断図

き
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地
域
の

危
険
個
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
建
設
課　

建
設
係
）

土
砂
災
害
防
止
法
区
域
指
定
に
係

る
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
犀
川
砂
防
事
務
所　

砂
防
課 

電
話　

62
―
３
２
５
７

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

建
物
が
破
壊
さ
れ
、
住
民
に
大

き
な
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ

る
区
域

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
内
は
、
今
後
、

建
物
を
新
築
、
増
改
築
を
行
う
場

合
に
安
全
な
構
造
で
あ
る
か
ど
う

か
建
築
確
認
が
必
要
に
な
る
こ
と

（
現
在
お
住
ま
い
の
家
屋
に
対
す
る

対
応
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。）
や
宅

地
造
成
等
の
開
発
行
為
が
許
可
制

に
な
る
な
ど
一
定
の
制
限
が
か
か

り
ま
す
。

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
内
は
、
村
が
、

今
に
も
増
し
て
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

★
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

●
本
城
地
域

　
　

▽
西
条
温
泉
と
く
ら

　
　
　

研
修
室

　
　

▽
午
前
10
時
～
12
時

　

●
坂
北
地
域

　
　

▽
坂
北
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　

会
議
室（
社
協
坂
北
支
所
内
）

　
　

▽
午
前
10
時
～
12
時

　

●
坂
井
地
域

　
　

▽
筑
北
村
坂
井
公
民
館

　
　

▽
午
後
２
時
～
４
時

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

総
務
係

　

電
話
66
―
２
２
１
１

※
司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。

急傾斜地の下端
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毎
月
の
メ
ー
タ
ー
検
針
で
は
、
漏

水
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

検
針
員
が
異
常
を
発
見
し
た
ら
、
お

宅
に
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
漏
れ
て

い
る
量
が
さ
ほ
ど
で
な
く
て
も
、
知

ら
ず
に
放
っ
て
お
く
と
、
使
っ
た
覚

え
の
な
い
水
道
料
金
が
請
求
さ
れ
ま

す
し
、
何
よ
り
貴
重
な
水
が
ム
ダ
に

な
り
ま
す
。
検
針
票
で
も
確
認
し
、

漏
水
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
村
指
定
工
事
店
に
修
繕
の

依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

修
繕
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
漏

水
が
発
見
さ
れ
た
月
の
検
針
か
ら
、

翌
々
月
の
検
針
ま
で
の
期
間
、
又
は

漏
水
箇
所
の
修
繕
が
完
了
し
た
月
の

検
針
ま
で
の
期
間
で
、
い
ず
れ
か
短

い
期
間
の
水
道
料
金
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
修
繕
工
事
完
了
の

証
明
書
を
つ
け
て
減
免
申
請
書
を
建

設
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
等
ご
不
明
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設
課
上
下
水
道

係
（
66
―
２
１
１
１
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

薬
草
栽
培
や
活
用
に
つ
い
て
、
６

月
23
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
先
進

地
で
あ
る
韓
国
の
慶き

ょ
ん
さ
ん
ぶ
く
と
よ
ん
じ
ゅ
し

尚
北
道
栄
州
市

や
英よ

ん
や
ん
ぐ

陽
郡
な
ど
の
視
察
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

視
察
に
は
産
業
課
職
員
２
名
の
他
、

日
韓
食
文
化
薬
草
研
究
所（
松
本
市
）

の
代
表
者
も
同
行
し
、
現
地
案
内
や

指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
慶
尚
北
道
種
子
種
根

種
苗
協
同
組
合
の
理
事
長
、
専
務
理

事
の
ほ
か
各
栽
培
地
の
農
家
の
方
々

な
ど
に
栽
培
・
加
工
及
び
流
通
方
法

に
つ
い
て
大
変
熱
心
に
指
導
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
筑
北
村
で
も
、
栽
培

が
可
能
な
品
種
な
ど
も
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
展
開
に

よ
っ
て
は
技
術
交
流
も
進
め
て
い
く

提
案
も
示
さ
れ
、
大
変
意
義
の
あ
る

視
察
や
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

韓
国
の
薬
草
料
理
専
門
店
や
家
庭
的

な
料
理
を
出
す
店
も
視
察
し
、
薬
膳

（
薬
草
）
料
理
の
種
類
の
多
さ
に
驚

き
、
韓
国
に
お
け
る
薬
草
文
化
の
深

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

視
察
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

韓
国
で
は
、
ご
く
当
た
り
前
に
薬
草

ご
結
婚
さ
れ
筑
北
村
に
お
住
ま
い

に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
村
か
ら
結
婚

祝
金
と
し
て
10
万
円
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。

こ
の
６
月
か
ら
は
、
村
長
が
直
接

お
渡
し
す
る
こ
と
と
な
り
、
８
月
15

日
、
柳
澤
敏
史
（
と
し
ふ
み
）
さ
ん
、

和
枝
（
か
ず
え
）
さ
ん
ご
夫
妻
に
祝

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
結
婚
祝
金
の
申
請
は
、
各

総
合
支
所
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

お
子
様
が
誕
生
さ
れ
た
方
に
、
村

か
ら
出
生
祝
金
（
第
一
子
、
第
二
子

５
万
円
・
第
三
子
以
降
10
万
円
）
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
６
月
か
ら
は
、
村
長
が
直
接

お
渡
し
す
る
こ
と
と
な
り
、
６
月
に

長
女
「
里
緒
（
り
お
）」
ち
ゃ
ん
が

誕
生
さ
れ
た
林
さ
ん
に
、
７
月
17
日
、

祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
出
生
祝
金
の
申
請
は
、
各

総
合
支
所
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

を
食
べ
る
文
化
が
あ
り
、
薬
草
の
効

果
や
効
能
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
調

理
方
法
や
美
味
し
い
食
べ
方
、
保
存

方
法
等
、
知
恵
と
工
夫
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
筑
北
村（
日
本
）

の
食
文
化
と
、
薬
草
の
融
合
に
よ
る

新
し
い
食
文
化
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
、
村
で
は
「
薬
草
に
よ
る
生

涯
現
役
・
健
康
長
寿
の
村
づ
く
り
」

に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
・
研
究
を
重

ね
、
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
検

討
を
開
始
し
、
各
種
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
村
民
と
一
緒
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
身
近
な
薬
草
や
、
実
際
に

薬
草
を
栽
培
し
て
い
る
方
、
又
は
活

用
さ
れ
て
い
る
方
は
情
報
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

産
業
課
農
林
係（
67
―
２
０
０
２
）

本
年
度
中
に
新
築
・
改
築
な
ど
で

合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
考
え
ら
れ
て

い
る
方
は
、
10
月
末
日
ま
で
に
建
設

課
上
下
水
道
係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。（
66
―
２
１
１
１
）

下
水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

村
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
、
国
か
ら

の
補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
た
め
、

早
期
に
本
年
度
の
設
置
基
数
の
把
握

が
必
要
で
す
。
期
日
を
過
ぎ
て
し
ま

う
と
設
置
が
翌
年
度
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
浄
化
槽
の
設
置
は
村
で
行
い
ま
す

が
、
工
事
費
の
三
〇
％
を
設
置
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
漏
水
の
お
知
ら
せ
」
を

受
け
取
っ
た
ら
…

薬
草
に
よ
る
村
お
こ
し
事
業

韓
国
視
察
の
報
告

ご
結
婚

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
子
様
の
ご
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

合
併
浄
化
槽
の
設
置
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

小
学
生
の
上
下
水
道
の

勉
強
会
が
あ
り
ま
し
た

　

７
月
16
日
に
坂
北
小
学
校
、
23
日

に
は
本
城
小
学
校
の
４
年
生
が
上
下

水
道
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

坂
北
小
で
は
、
教
室
で
坂
北
地
域

の
深
井
戸
か
ら
取
水
し
た
水
道
水
の

流
れ
や
、浄
化
槽
の
仕
組
み
な
ど
を
説

明
し
、「
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
？
」、

「
使
っ
た
水
は
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う

の
？
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
を

受
け
ま
し
た
。
最
後
に
、「
き
れ
い

な
水
を
守
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
が

山
や
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
よ
。」
と

お
話
し
し
ま
し
た
。

　

本
城
小
で
は
栃
平
浄
水
場
と
西
条

排
水
処
理
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

浄
水
場
の
深
い
水
槽
を
興
味
津
々
に

覗
き
込
ん
だ
り
、

　

処
理
場
で
実
際
の
微
生
物
を
顕
微

鏡
で
見
て
、「
見
え
た
！
」
と
歓
声

を
上
げ
た
り
、「
何
こ
れ
？
」
な
ど

の
質
問
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
に
大
切
な
水
の
循

環
の
話
し
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

西条処理場にて

（左から）村長、柳澤敏史さん、和枝さん

栃平浄水場にて
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

ふ
さ
す
ぐ
り
収
穫
お
手
伝
い
イ
ベ
ン

ト
開
催

　

去
る
７
月
５
日
、
フ
サ
ス
グ
リ
の

栽
培
・
ジ
ャ
ム
加
工
を
手
掛
け
る
大

沢
生
産
組
合
と
、
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ブ
ロ
グ
「
ち
～
ブ
ロ
」
を
運
営
し

て
い
る
信
州
ち
く
ほ
く
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー

リ
ズ
ム
共
催
で
フ
サ
ス
グ
リ
収
穫
お

手
伝
い
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
産
業

課
協
力
隊
も
企
画
運
営
と
し
て
関
わ

り
ま
し
た
。

　

当
日
は

村
内
外
か

ら
９
名

の
参
加
者

が
集
ま
り
、

組
合
員
さ

ん
に
摘
み

取
り
の
コ

ツ
を
伝
授

し
て
い
た

だ
き
な
が

ら
、
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
フ
サ
ス
グ

リ
の
実
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

フ
サ
ス
グ
リ
の
収
穫
時
期
は
約
10

日
間
と
非
常
に
短
く
、
組
合
の
人
数

も
少
な
い
た
め
こ
れ
ま
で
収
穫
さ
れ

な
い
ま
ま
残
っ
て
し
ま
う
果
実
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
フ
サ
ス
グ
リ
の

収
量
増
加
を
図
る
べ
く
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
参
加
者
を
募
り
、
収
穫
体
験

を
イ
ベ
ン
ト
化
し
ま
し
た
。

　

見
方
を
変
え
る
と「
課
題
」が「
魅

力
」
に
な
り
、
お
金
を
か
け
な
く
て

も
楽
し
い
こ
と
は
作
り
出
せ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会
イ
ベ
ン
ト
に
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
出
席

　

７
月
25
日
、
駒
ヶ
根
市
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
で
開
催
さ

れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協

会
主
催
の
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
１
０
０

万
本
植
樹
達
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
に

坂
井
・
田

中
・
高
橋

が
出
席
し

ま
し
た
。

　

日
本
国

内
・
長
野

県
で
の
協

力
活
動
と

い
う
こ
と

で
、
筑
北

村
で
の
支

援
活
動
を

発
表
し
ま
し
た
。
国
内
国
外
問
わ
ず
、

地
域
支
援
活
動
に
は
共
通
点
が
多
く
、

国
外
で
活
動
す
る
方
々
に
多
く
の
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。

（
産
業
課　

坂
井
・
田
中
）

な
っ
た
ね
」「
こ
の
学
年
は
以
前
よ

り
も
落
ち
着
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き

た
ね
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

感
じ
て
い
ま
す
。
外
で
会
っ
て
「
あ
、

本
読
ん
で
く
れ
た
人
だ
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
と
単
純
に
う
れ
し
い
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
色
々

な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
成
長
し
て
い

け
る
環
境
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
聖
南
中
学
校
に
も
行
か

せ
て
い
た
だ
き
、
９
月
に
は
坂
井
小

学
校
、
来
年
度
か
ら
は
新
し
く
な
る

筑
北
小
学
校
で
も
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定

で
す
。
地

域
の
一
員

と
し
て
み

ん
な
で
活

動
し
て
い

け
た
ら
う

れ
し
い
で

す
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

高
橋
桃

今
月
の
話
題

　

天
蚕
卵
か
ら
飼
育
し
て
い
た
我
が

家
の
や
ま
こ
（
天
蚕
の
幼
虫
）。
口

か
ら
糸
を
吐
き
、
６
月
末
に
は
き
れ

い
な
緑
色
の
繭
を
作
り
ま
し
た
。
羽

化
し
て
蛾
と
な
り
、
卵
を
産
み
付
け

ま
し
た
。

　

私
に
天
蚕
を
教
え
て
く
れ
た
方
、

引
き
継
が
れ
る
絵
本

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
坂
北
で
は
「
森

の
子
お
は
な
し
会
」、本
城
で
は
「
お

は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
私
は
、
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

月
に
一
度
、
本
城
小
学
校
の
朝
の
時

間
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
学
年
、
各
月
ご
と
に
何
を
読
も
う

か
と
て
も
迷
い
ま
す
。
図
書
室
で
初

め
て
出
会
う
本
も
あ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
、
我
が
子
に
読
ん
で
い
た
本

や
お
気
に
入
り
の
本
な
ど
も
読
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

私
も
、
小
さ
い
頃
に
親
に
読
ん
で

も
ら
っ
て
い
た
本
も
読
み
ま
し
た
。

愛
着
の
あ
る
本
な
の
で
、
子
ど
も
た

ち
に
読
む
こ
と
が
で
き
て
な
ん
だ
か

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
中
で
、

と
ん
ち
話
も
高
学
年
に
読
ん
で
み
た

の
で
す
が
、
オ
チ
を
言
い
終
わ
っ
て

も
笑
い
も
反
応
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
今
の
子
は
あ
ま
り
身
近
で
な
い

の
か
な
。
そ
こ
で
の
反
応
も
欲
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
忘
れ
た
頃

に
プ
ッ
と
思
い
出
し
て
笑
っ
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
も
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
が
、
子
ど
も
や
学

校
と
関
わ
り
、
活
動
を
し
て
い
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
長
年
活
動
さ
れ
て
い
る
メ
ン

バ
ー
方
は
、「
○
○
ち
ゃ
ん
大
き
く

飲
食
店
マ
ッ
プ
訂
正
と
内
容
変
更
の

お
知
ら
せ

■
マ
ッ
プ
面
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
左
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■「
や
さ
い
畑
の
と
ん
と
ん
」は
予
約

の
み
の
営
業
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
「
月
路
」
の
お
や
き
の
具
に
つ
い

て
以
下
の
通
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
切
干
大
根
（
正
）
大
根

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

サ
ロ
ン
で
お
し
ゃ
べ
り

　

先
日
、
道
平
の
サ
ロ
ン
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

み
な
さ
ん
の
お
手
製
の
お
漬
物
や
お

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
風
習
な
ど
に
つ
い

飼
育
林
を
見
に
来
て
く
れ
た
近
所
の

方
、
繭
を
写
真
に
お
さ
め
て
く
れ
た

方
、
天
蚕
繭
を
下
さ
っ
た
方
。
天
蚕

を
通
じ
て
出
逢
っ
た
方
々
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
っ
て
、
里
の
駅
「
坂
北

み
ら
い
宿
」
で
、
話
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　
「
坂
北
み
ら
い
宿
」
は
、「
誰
で
も

気
軽
に
寄
れ
る
場
所
が
ほ
し
い
ね
」

と
い
っ
た
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
宿
」
は
「
じ
ゅ
く
」
と
読
み
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
老
人
室
で
開
い
て
い
ま
す
。
先

日
、
い
つ
も
寄
っ
て
く
れ
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
、「
買
い
物
」
の
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
商
工
会
で
行
っ

て
い
る
移
動
販
売
車
の
「
お
互
い
様

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
利
用
し
て
い
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　
「
お
買
い
物
は
、
自
分
で
注
文
し

た
も
の
を
配
達
し
て
も
ら
う
の
と
、

自
分
で
手
に
取
っ
て
選
ん
で
買
う
の

と
ど
っ
ち
が
い
い
？
」
と
聞
く
と
、

「
や
っ
ぱ
り
、
自
分
で
選
び
た
い
ね

ぇ
」
と
の
こ
と
。

　

お
互
い
様
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
同
行

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
も
感
じ
た

こ
と
で
す
が
、
お
客
さ
ん
は
か
ご
を

持
っ
て
嬉
し
そ
う
に
買
い
物
を
し
て

い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
も

楽
し
み
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。
今
後

も
、
高
齢
者
の
お
買
い
物
の
在
り
方

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
七
夕
の
時
期
だ
っ
た
の

で
、
七
夕
に
関
す
る
色
々
な
話
が
聞

け
ま
し
た
。
昔
は
、
七
夕
の
前
日
の

夜
か
ら
着
物
を
虫
干
し
す
る
の
が
習

わ
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
七

夕
飾
り
の
笹
を
畑
に
立
て
て
お
く
と

作
物
に
虫
が
つ
か
な
い
と
か
、
モ
グ

ラ
除
け
に
な
る
と
か
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ど
れ
も
初
め
て
聞
く
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
は
子
ど
も
が
い
な
い
か
ら
七
夕

も
飾
ら
な
く
な
っ
た
け
ど
、
昔
は
ね

…
と
話
し
な
が
ら
、
で
も
「
昔
は
こ

う
だ
っ
た
」
は
家
の
中
で
は
禁
句
よ

ね
、
昔
は
昔
、
今
は
今
、
で
や
っ
て

い
か
な
い
と
ね
！
と
言
う
み
な
さ
ん

の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

祖
父
母
と
同
居
し
た
経
験
の
な
い

私
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
く
機

会
の
な
か
っ
た
「
昔
の
話
」。
確
か

に
、
現
代
の
生
活
に
は
馴
染
ま
な
い

こ
と
も
沢
山
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
お
ば
あ
さ
ん
の
そ
の
ま
た
お
ば

あ
さ
ん
の
代
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

よ
う
な
習
慣
や
言
い
伝
え
に
は
、
現

代
の
生
活
に
も
活
か
す
べ
き
知
恵
が

詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
各
地
区
の
サ
ロ
ン
に
お

じ
ゃ
ま
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
「
昔
の
話
」
を
ぜ
ひ
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

滝
沢
麻
理

に
つ
い
て
、
調
査
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

山
本
繭

【
ひ
と
言
欄
】

　

家
庭
菜
園
で
オ
ク
ラ
が
で
き
ま
し

た
。
な
ん
と
な
く
ア
メ
リ
カ
に
は
な

い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
南
部

料
理
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
な
ど
で
も
使
わ

れ
る
ん
で
す
ね
。
発
音
は
オ
ッ
ク
ラ

で
す
。	

（
田
中
）

　

草
ボ
ー
ボ
ー
の
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り

を
手
刈
り
で
行
う
予
定
で
す
。
不
要

な
ハ
ゼ
棒
・
千
歯
こ
き
も
し
く
は
足

踏
み
脱
穀
機
・
唐
箕
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
譲
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

（
坂
井
）

　

修
那
羅
森
林
公
園
で
キ
ャ
ン
プ
を

し
ま
し
た
（
コ
テ
ー
ジ
泊
で
す
が
。）

夜
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み
、
筑
北
の
夏

を
満
喫
し
ま
し
た
！	

（
滝
沢
）

　

四
阿
屋
山
に
登
り
ま
し
た
。
坂
井

ル
ー
ト
は
結
構
ス
リ
ル
が
あ
り
ま
す

ね
。
頂
上
で
聞
く
正
午
の
「
ふ
る
さ

と
」。
い
つ
も
聞
い
て
い
る
の
に
な

ん
だ
か
新
鮮
で
し
た
。	

（
高
橋
）

　

遊
び
に
来
た
両
親
に
、
我
が
家
で

採
れ
た
ス
イ
カ
を
お
土
産
に
持
た
せ

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
父
が
、

娘
に
ひ
と
言
。「
も
ん
ぺ
姿
が
よ
く

似
合
う
！
」	

（
山
本
）
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平成26年度コミュニティ助成事業活用実績
一般財団法人自治総合センター及び公益財団法人長野県市町村振興協会が宝くじの社会貢献広

報事業として行う宝くじの助成金で整備しました。

今年のオータムジャンボ宝くじは、
１等・前後賞合わせて3億9,000万円

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや地域住民の福祉向上のために使われます。
長野県の販売実績により配分されますので、県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

【発売期間】　　平成26年 9月19日（金）～10月10日（金）
【抽せん日】　　平成26年10月17日（金）

《一般財団法人自治総合センター》
番 号 事 　 　 　 業 　 　 　 名 実  施  団  体 事 　 業 　 内 　 容 助 成 金 額
１ 一 般 コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 中 　 村 　 区 の ぼ り ポ ー ル の 整 備 2 , 4 0 0 千 円

《公益財団法人長野県市町村振興協会》
番 号 事 　 　 　 業 　 　 　 名 実  施  団  体 事 　 業 　 内 　 容 助 成 金 額
２ 一 般 コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 乱 橋 区 西 村 常 会 山 車 の 整 備（ 修 繕 ） 1 , 3 0 0 千 円

乱橋区西村常会 中村区

　

窃
盗
及
び
建
造
物
侵
入
の
罪
に
問

わ
れ
て
い
た
、
総
務
課
付
主
事
久
保

田
康
司
（
29
）
を
平
成
26
年
８
月
２

５
日
、
懲
戒
免
職
と
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
諏
訪
簡
易
裁
判
所
で
開
か

れ
た
判
決
公
判
で
、
懲
役
２
年
６
月

執
行
猶
予
３
年
の
判
決
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
受
け
、
地
方
公
務
員
法
及

び
筑
北
村
職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
よ
り
処
分
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
民
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
部
署
等
へ

の
信
頼
を
損
ね
る
こ
と
と
な
り
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
全
職
員
に
対
し
、
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
と
規
範
意
識
の
再
確

認
を
促
し
、
再
発
防
止
と
信
頼
の
回

復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

村
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つい
て

　
「
法
の
日
」
週
間
（
10
月
１
日
～

７
日
）
に
ち
な
ん
で
、無
料
で
法
律
・

人
権
・
調
停
及
び
公
証
に
つ
い
て
の

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
秘
密
厳
守
）

■
主
　
催

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
、

　

法
務
局

■
開
設
日
時

　

平
成
26
年
10
月
１
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
開
設
場
所

　

長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松
本
支

　

部
庁
舎
内

　

松
本
市
丸
の
内
10
―
35

■
相
談
内
容

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問

題
、
離
婚
・
扶
養
・
相
続
等
家
庭

内
の
も
め
事
、
差
別
・
い
じ
め
等

の
人
権
問
題
、
遺
言
や
任
意
後
見

契
約
な
ど
の
公
正
証
書
に
関
す
る

相
談
な
ど
。

■
お
問
い
合
せ
先

　
「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会

電
話　
０
２
６
３
―
３
２
―
３
０
４
３

無
料
法
律
等
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

筑
北
村
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主

催
の
『
夏
ま
つ
り
筑
北
』
が
７
月
26

日
（
土
）
坂
井
小
学
校
校
庭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
方
が
来
場
し
会
場
は
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

午
後
３
時
、
身
を
焦
が
す
よ
う
な

真
夏
の
太
陽
が
容
赦
な
く
照
り
つ
け

る
中
、
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
に

続
き
、
消
防
団
ラ
ッ
パ
班
に
よ
る
ラ

ッ
パ
吹
奏
で
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
！

会
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア

ル
プ
ホ
ル
ン
吹
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

藤
森
敬
一
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
サ

ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
バ
ン
ド
桑
田
研
究
会
バ
ン
ド
の
ラ

イ
ブ
な
ど
実
行
委
員
が
企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

『
夏
ま
つ
り
筑
北
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
筑
北
村
非
公
認
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー（
カ
エ
ル
の
着
ぐ
る
み
）の『
ケ

ロ
ッ
シ
ー
』
が
登
場
し
、
来
場
者
を

お
出
迎
え
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に

も
飛
び
入
り
参
加
す
る
な
ど
、
そ
の

愛
ら
し
い
容
姿
で
笑
い
を
誘
い
会
場

を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
小
中
学
生
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
の
機
会
が
設
け
ら
れ
ず
、
残
念
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
か

わ
り
、
子
ど
も
向
け
の
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
に
は
大
勢
の
児
童
生
徒
の
参
加

が
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

新
た
な
試
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
お
楽
し
み
抽
選
会
が
変
更
さ
れ
、

出
店
者
の
協
力
の
も
と
、
屋
台
の
商

品
が
当
た
る
く
じ
の
付
い
た
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
来
場
者
に
配
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
場
で
当
た
り
が
分

か
り
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

昨
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
運
動
『
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
に
つ
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

会
場
内
で
は
、
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に

住
民
の
皆
さ
ん
が
素
直
に
祭
り
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た

ち
に
は
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火

は
会
場
の
す
ぐ
近
く
で
打
ち
上
げ
ら

れ
る
花
火
の
迫
力
に
大
き
な
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

対
応
も
良
く
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

多
く
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。
来
年
も
ま
た
み
ん

な
笑
顔
で
会
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

筑
北
村
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
秋
に
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ

り
今
回
は
開
催
を
見
送
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
に
納
得
い

た
だ
け
る
、
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
い
く
た
め
、
今
後
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
実
行
委
員
と
な
っ
て
一
緒

に
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
た
だ
け

る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

我
こ
そ
は
と
い
う
方
、
実
行
委
員
会

事
務
局　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
係

（66-2211

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ

参加型イベント　とび箱

桑田研究会バンドのライブ
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～村長、関川芳男さんに聞いてみました～

＊＊＊＊＊＊私の健康法＊＊＊＊＊＊
Ｑ：どのように一日を過ごされていますか。
Ａ：毎朝５時に起き、約２時間畑仕事をし、朝食づくりをすることが日課です。

そして役場に出庁し、1 日の公務をこなし、夜は大体９時半頃に寝ています。

Ｑ：健康でいるために実践されていることはありますか。
Ａ：やっぱり食事が一番大切かなと思っています。

幼い頃から親に言われたことで、1 日 30 種類の食材を食べる

ようにしていることと、食事の質を朝食は金、昼食は銀、夕食

は銅と言うように、朝食を一番大事にし、夕食は少なめにして

ます。

朝食では、畑で収穫した野菜と、家で飼育している鶏の卵を使っ

た料理をよく食べます。卵は 30 年間買ったことがないですね。

卵を産まなくなった鶏は圧力鍋を使ってサムゲタンも作ったり

します。

※サムゲタンとは…韓国料理の一つで、鶏肉と高麗人参やもち米、

　　　　　　　　　ナツメなどを入れて煮込んだ料理。

　　

トマトは 50 本栽培しているので、皮むきしたトマトを瓶詰にして煮込み料理等に使ったり１年を通し食べ

ています。　

　

肉や魚も食べますが、その分野菜も多くとるようにしています。

お酒と甘い物は好まず、間食もほとんどしないですね。

こんな食生活をしているので、風邪などはほとんどひかないですね。

Ｑ：今気になっていることはないですか。
Ａ：最近運動不足になってしまい、体重が若干増えてしまいました。58 歳までは野球もしていましたが、筋肉

が脂肪に変わってしまったかな…腰痛もあるので朝など布団の上で腹筋やちょっとした体操をしています

が、なかなか改善されませんね。もう少し運動なども取り入れてみようかなと思っています。（只今ウォー

キングなど出来ることを模索中）

年に 1 回は人間ドックを受診し、その結果から定期的に医療機関にもかかりながら健康状態はチェックし

ています。健康でいるために自分でできることは気にかけながらしているかなと思っています。住民のみ

なさんにも健康でいてもらいたいですね。

～家庭的な一面と室内よりも野外での活動を好む村長、関川芳男さんのお話でした～

（インタビュー：住民福祉課 健康づくり係）

 

今の楽しみは…

外出先でその土地の野

菜苗や種を探し、自分

の畑で育てること。

震災時にメガネが見つからず、何も見えない
中で逃げることが難しかった。

視力が悪いと憧れの職業につけない場合もあ
ります。

Q: 親が近視なら、子どもも近視になるの？
A: 近視の原因はまだわかっていませんが、遺伝だけではな
く、環境も重要といわれています。親が近視でも、環境
を整えてあげることで近視にならないのです。

目は6歳で視力1.0
動体視力前後左右の距離感もほぼ完成します

子どもは目の疲れを感じにくいといわれてい
ます。目を使い過ぎていても症状もわかりに
くく目が悪くなっていたことに後から気付く
ことも…。

♪すこやか子育てだより♪

10月10日は目の愛護デーです

一生使う目を大事にしましょう！！

【大切な目を守り育てるために注意してほしいこと】
　・体をたくさん動かす。（成長に合わせた楽しい遊びをたくさんする）
　・早寝、早起きで生活リズムを整え、脳の発達を促す。　・よく噛んで食べる。
　・テレビやゲームは時間を決めて。（つけっぱなし、同じ映像を何度も繰り返してみるのは非常に危険 !！）
　　〈LEDライトのブルーライトが目の疲労を高めるともいわれています。〉
　・３D画像は、6歳以下では見せない方が良い。・本や絵本を読むときは、寝転んだり手暗がりで見ない。
　・遠くの景色や星空を親子で見る。

他にもたくさんありますが、できるところから始めましょう。
困ったこと、不安に思うことはいつでもご相談ください。

　

自
殺
の
原
因
は
様
々
で
も
、
そ
の

多
く
は
何
ら
か
の
問
題
や
悩
み
に
よ

っ
て
、
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た

末
の
死
で
す
。
大
切
な
命
を
救
う
た

め
に
、
自
殺
や
う
つ
病
な
ど
の
心
の

病
気
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

偏
見
を
な
く
す
と
と
も
に
、
身
近
な

人
の
い
つ
も
と
違
う
変
化
に
気
づ
い

た
ら
、
話
を
聴
き
共
感
し
、
専
門
家

に
つ
な
げ
、
周
り
で
支
え
、
助
け
合

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
う
つ
病
」

（
1
） 

う
つ
病
と
は

　
「
つ
ら
い
こ
と
や
悩
み
が
あ
っ
て
落

ち
込
み
、
何
も
す
る
気
が
起
き
な
い
」

こ
う
し
た
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
も
つ
ら
い
状
態
が
2
週

間
以
上
続
き
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
よ
う
な
ら
、
う
つ
病
を
疑
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

う
つ
病
は
、
様
々
な
出
来
事
や
体

験
で
感
じ
る
強
い
ス
ト
レ
ス
、
過
労
、

性
格
や
考
え
方
な
ど
が
相
互
に
影
響

し
合
い
、
脳
内
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

て
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
し

ま
う
病
気
で
す
。

（
2
） 
う
つ
病
の
症
状

　

気
分
が
沈
む
、
何
事
も
悲
観
的
に

と
ら
え
る
、
自
分
を
責
め
る
、
死
に

た
く
な
る
、
何
も
や
る
気
が
し
な
い
、

興
味
や
関
心
が
な
く
な
っ
た
、
眠
れ

な
い
、
食
欲
が
な
い
等

（
３
）
う
つ
病
？
と
思
っ
た
ら

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
早
期
回

復
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
め
ら
わ
ず

に
専
門
医
（
精
神
科
等
）
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
村
で
行
っ
て
い
る

相
談
等
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
精
神
保
健
相
談

　

精
神
科
医
に
よ
る
相
談
・
訪
問
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
31
日
（
金
）

　

1
月
30
日
（
金
）

　

3
月
30
日
（
月
）

　

い
ず
れ
も
午
後
・
予
約
制
で
す
。

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

月
3
回

　
（
日
程
は
4
月
各
戸
配
布
参
照
）

　

人
間
関
係
の
悩
み
・
子
育
て
の
ス

ト
レ
ス
・
不
安
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民

福
祉
課　

保
健
師
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
（
66
―
２
１
１
１
）

知
っ
て
お
き
た
い
心
の
病
気
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法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会
で

は
、
毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
公
証
週
間
」
と
定
め

て
、
皆
さ
ん
に
公
証
制
度
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ

の
制
度
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り

ま
す
。

　

公
証
制
度
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
お
い
て
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う

未
然
に
防
止
し
、
法
律
上
の
権
利
や

義
務
を
明
確
に
し
安
定
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
証
書
の
作
成
等
の

方
法
に
よ
り
、
一
定
の
事
項
を
公
証

人
に
証
明
さ
せ
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
公
証
事
務
を
担
当
す
る
公
証

人
は
、
判
事
、
検
事
、
法
務
事
務
官

な
ど
を
長
く
務
め
た
法
律
実
務
の
経

験
豊
か
な
者
の
中
か
ら
法
務
大
臣
が

任
命
し
た
法
律
の
専
門
家
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は
公
正
証

書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
遺
言

○
お
金
の
貸
し
借
り

○
不
動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り

○
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料
等

　

の
支
払
い

○
任
意
後
見
契
約
（
公
正
証
書
に
よ

　

る
こ
と
が
必
要
で
す
。）

　

大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て
公

正
証
書
は
皆
さ
ん
の
権
利
を
正
し
く

確
実
に
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

長
野
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　

長
野
公
証
人
会

　

平
成
17
年
10
月
11
日
、
旧
本
城
村
、

坂
北
村
、
坂
井
村
の
合
併
に
よ
り
筑

北
村
が
誕
生
し
て
以
来
、
来
年
度
で

合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

村
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
村
の

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
映

像
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
城
小
学
校
・
坂
北
小
学

校
が
学
校
統
合
に
よ
り
今
年
度
末
に

閉
校
を
迎
え
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
閉

校
記
念
映
像
の
撮
影
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
撮
影
者
が
村
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
所
に
出
向
い
て
撮
影
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公
証
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

村
で
は
、合
併
10
周
年
記
念

映
像
を
撮
影
し
て
い
ま
す

普通救命講習会開催のご案内
普通救命講習会を次のように開催しますので、是非ご参加ください。

１　開催日時　平成26年 10月 25日（土）　午前9時から正午まで
２　開催場所　麻績消防署
３　定　　員　20名
４　受 講 料　無料
５　申し込み方法
　　・麻績消防署または明科消防署に直接受講申込書記入、もしくは電話申し込み。
　　　　麻績消防署　電話67－ 2992
　　　　明科消防署　電話62－ 2992
　　・申込締切日　10月 20日（月）

６　内　　容　　　
　麻績消防署と明科消防署では、傷病者への救命効果向上を図るため、普通救命
講習会を開催します。大人を対象とした人工呼吸や胸骨圧迫（心臓マッサージ）
の実技、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法、出血時の止血法の応急手当
などの講習を行います。
　なおガイドライン2010への切り替えにより、心肺蘇生の手順が若干変更になっ
ています。

余
っ
た
糖
も

中
性
脂
肪
に

か
え
る

＂
食
べ
る
こ
と
＂
を
テ
ー
マ
に
栄
養
士
が
送
る
…
第
5
弾

生
き
る
こ
と
は
食
べ
続
け
る
こ
と

食
べ
る
も
の
が

口
か
ら
入
る
と

効
果
を
あ
げ
る

３
つ
の
習
慣

①
い
っ
た
ん
糖
を

　
少
し
た
め
て
お
く

②
動
く
こ
と
で
　

　
糖
を
使
う

③
脂
肪
に
変
え
て
脂
肪
細
胞
に
し
ま
う

イ
ン
ス
リ
ン
が
働
く
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
し
ま
す
。

血
管
を
守
る
生
活
術

要
す
る
に
食
べ
過
ぎ
る
と
…

（
ま
ず
）

次
に

余
る
と

糖
や
脂
肪
が

余
っ
て
し
ま
う
と
…

ゆ
っ

く
り

食
べ

る
こ

と
で

大
切

な
イ

ン
ス

リ
ン

が
効

率
的

に
き

き
ま

す
。

限
り

あ
る

イ
ン

ス
リ

ン
の

使
い

過
ぎ

を
防

ぎ
ま

す
。

食
物

せ
ん

い
の

効
果

で
い

ら
な

い
も

の
を

（
余

っ
た

糖
や

脂
肪

、
塩

分
）

吸
収

し
て

体
の

そ
と

へ
だ

し
て

く
れ

ま
す

。
食

後
の

高
血

糖
を

防
ぎ

ま
す

。
野

菜
で

お
な

か
が

ふ
く

れ
、

満
腹

感
が

得
ら

れ
ま

す
。

高
血

圧
で

い
な

い
た

め
に

血
圧

を
上

げ
な

い
た

め
に

血
圧

測
定

を
習

慣
に

し
て

お
く

ど
う

し
て

昨
日

よ
り

今
日

の
体

重
が

増
え

た
(減

っ
た

)
の

か
朝

の
体

重
は

今
日

の
食

べ
方

を
教

え
て

く
れ

ま
す

。

個
人

に
よ

っ
て

は
、

野
菜

の
食

べ
方

等
、

食
品

や
そ

の
量

に
つ

い
て

気
を

付
け

る
こ

と
が

必
要

な
方

も
い

ま
す

。
治

療
中

の
病

気
に

つ
い

て
は

主
治

医
の

指
示

に
従

い
、栄

養
士

に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
（
注
意
!!）

N
P

O
法

人
寝

た
き

り
半

分
推

進
協

議
会

長
野

市
大

岡
診

療
所

　
医

師
　

内
場

　
廉

　
先

生
の

講
演

よ
り

著
書

：「
糖

尿
病

で
寝

た
き

り
に

な
ら

な
い

た
め

の
血

管
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

」

＜
内
場
先
生
の
コ
メ
ン
ト
＞

家
族

の
少

し
の

気
づ

き
が

、
子

へ
孫

へ
良

い
(食

)生
活

が
受

け
継

が
れ

て
い

き
ま

す
。

ぴ
ん

ぴ
ん

こ
ろ

り
（

寝
込

ん
で

も
１

か
月

）
で

、　
寝

た
き

り
を

防
い

で
行

き
ま

し
ょ

う
。

予
防

は
自

ら
が

行
う

こ
と

で
す

。

脂
肪

細
胞

に
し

ま
い

き
れ

な
い

脂
や

糖
は

血
管

に
た

ま
る

肝
臓

筋
肉

細
胞

体
重

を
測

る
毎

朝
起

き
て

ト
イ

レ
に

行
っ

て
か

ら
測

り
ま

し
ょ

う
　

野
菜

か
ら

ゆ
っ

く
り

食
べ

る
血

圧
を

測
る

自
分

の
状

態
を

知
る

す
ぐ

で
き

そ
う

。毎
日

で
き

そ
う

。
カ

レ
ン

ダ
ー

の
す

み
に

記
録

し
て

毎
日

の
変

化
を

み
て

み
よ

う

（
野

菜
に

つ
い

て
の

詳
し

く
は

ホ
ッ

ト
ス

ポ
ッ

ト
2014．

３
月

号
を

ご
覧

く
だ

さ
い

）

脂
肪

細
胞

（
内
臓
脂
肪
・
　
　

皮
下
脂
肪
）

血
管

が
固

く
な

る

脳
梗

塞
に

な
り

や
す

い

発
病

後
は

寝
た

き
り

に

そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
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第53号

議
会
６
月
定
例
会

一
般
質
問

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
つ
い
て横山 敬　議員

質
問　

新
聞
等
で
、
サ
ッ
カ
ー
場
の

予
定
地
及
び
完
成
時
期
に
つ
い
て
、

さ
も
決
定
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
る
が
状
況
を
尋
ね
る
。

村
長　

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
は
、
村
内

の
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
こ

と
と
経
済
効
果
が
目
的
で
あ
る
。
建

設
予
定
地
は
、
本
城
野
球
場
隣
の
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
す
る
計
画
だ

が
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
村
内
で
も

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が
急
増
し
て
お
り
、

本
城
体
育
館
で
も
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

が
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
、
主
催
者

の
協
力
を
得
な
が
ら
碧
館
へ
の
宿
泊

や
、
ち
く
ほ
っ
く
る
の
パ
ン
、
も
え
ぎ

亭
の
お
や
き
の
出
張
販
売
な
ど
、
選
手

が
購
入
す
る
こ
と
で
売
上
に
貢
献
し

て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
場
が
で
き
る
こ
と

で
地
域
が
連
帯
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計

り
知
れ
な
い
経
済
効
果
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
多
目

的
運
動
場
と
し
て
の
建
設
に
す
る
か
、

Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
認
定
を
取
れ
る
規
格
で
建

設
す
る
か
に
よ
っ
て
事
業
費
が
大
き

く
変
わ
る
。
財
源
も
含
め
検
討
事
項
が

多
々
あ
る
が
、
慎
重
に
判
断
し
、
順
調

に
進
め
ば
完
成
時
期
は
平
成
28
年
度

を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　

大
体
の
内
容
は
理
解
で
き
た

が
、
新
聞
報
道
等
の
前
に
、
ま
ず
村

民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
、
内
容

等
を
精
査
し
て
発
表
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

水
源
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

村
長
公
約
の
中
に
も
あ
っ
た

水
源
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、
現
在

の
整
備
状
況
及
び
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

村
長　

水
源
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、

小
範
囲
と
し
て
は
、
井
戸
水
源
以
外

の
水
源
の
周
囲
に
侵
入
防
止
柵
を
設

置
し
、
容
易
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
で
あ
る
。
広
範
囲
で
は
、

旧
坂
北
村
に
お
い
て
平
成
７
年
に
長

野
県
水
環
境
保
全
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
四
阿
屋
水
道
水
水
源
保
全
区
域

１
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
指
定
を
受
け

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今
後
は
ま
ず

栃
平
水
源
域
、
以
降
順
次
保
全
区
の

指
定
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

産
業
課
長　

栃
平
水
源
域
の
周
辺
環

境
整
備
と
し
て
森
林
に
つ
い
て
は
本

質
問　

篠
ノ
井
線
の
複
線
化
の
要
望

に
つ
い
て
、
村
の
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

長
野
県
Ｊ
Ｒ
連
絡
調
整
会
議

に
複
線
化
要
望
を
提
出
し
て
い
る
が
、

回
答
は
貰
え
て
い
な
い
。
今
後
前
述

の
協
議
会
の
中
で
の
検
討
課
題
と
し

て
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

長
野
自
動
車
道
、
本
城
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
要
望
に
つ
い
て
、

村
の
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

各
関
係
機
関
と
意
見
交
換
し

た
中
で
は
、
安
全
設
計
上
や
ト
ン
ネ

ル
が
近
い
こ
と
な
ど
、
非
常
に
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
他
種
・
他

方
面
か
ら
調
査
研
究
し
、
可
能
性
を

模
索
し
て
い
く
。

公
有
地
の
取
得
に
つ
い
て

待井 安登　議員

質
問　

合
併
以
降
、
公
共
事
業
に
お

け
る
用
地
取
得
な
ど
、
概
要
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

道
路
等
の
土
地
取
得
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
配
布
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載
で
あ
る
。

ち
～
ブ
ロ
の
ブ
ロ
グ
の
閲
覧
者
が
多

い
の
で
、
よ
り
よ
い
情
報
発
信
を
模

索
し
て
い
く
。
ま
た
各
種
の
機
会
を

利
用
し
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
に
つ
い
て

質
問　

村
に
は
４
カ
所
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
が
、
冠
着
と
本
城

以
外
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
冠
着
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
に
つ
い
て
、
36
ホ
ー
ル
に
増
設
、

駐
車
場
増
設
、
道
路
へ
の
案
内
標
識

設
置
の
要
望
が
出
て
い
る
が
、
村
と

し
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

３
月
に
関
係
者
よ
り
請
願

書
が
出
て
お
り
、
現
場
調
査
な
ど
検

討
を
進
め
て
き
た
。
大
き
な
難
題
は
、

年
度
以
降
、
重
点
的
に
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

質
問　

今
の
説
明
で
、
一
番
大
事
な

の
は
安
心
・
安
全
な
水
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
ぜ
ひ
計
画
ど
お
り
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

整
備
と
宣
伝
に
つ
い
て

佐藤 文男　議員

質
問　

村
に
は
沢
山
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
る
が
、
現
状
の
整
備
状
況
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
・

文
化
に
恵
ま
れ
た
本
村
に
は
沢
山
の

観
光
ス
ポ
ツ
ト
が
あ
り
、
多
く
の
施

設
に
お
い
て
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、

歩
道
、
案
内
看
板
な
ど
の
整
備
を
行

っ
て
き
た
。
今
後
も
要
望
等
あ
れ
ば
、

内
容
を
精
査
し
て
整
備
を
進
め
た
い
。

質
問　

優
先
順
位
を
付
け
確
実
な
実
行

を
お
願
い
し
た
い
。
次
に
観
光
面
の
宣

伝
活
動
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
長　

村
独
自
の
宣
伝
活
動
は

26
年
３
月
末
で
３
４
２
筆
、
15
万
９

６
１
５
㎡
。
寄
付
関
係
は
１
０
７
筆
、

14
万
１
９
８
０
㎡
で
あ
る
。

質
問　

取
得
後
の
登
記
状
況
に
つ
い

て
は
ど
う
か
伺
う
。

総
務
課
長　

建
設
工
事
に
伴
う
取
得

分
の
２
３
５
筆
中
、
２
１
８
筆
が
登

記
済
、
17
筆
が
相
続
で
き
ず
未
登
記

と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

今
後
の
登
記
事
務
に
つ
い
て

の
対
応
は
ど
う
か
伺
う
。

総
務
課
長　

過
去
の
事
業
に
伴
う
未

登
記
箇
所
、
分
筆
の
で
き
て
い
な
い

箇
所
な
ど
、
件
数
も
多
い
が
、
所
有

者
と
協
議
の
上
、
効
果
的
な
解
決
計

画
を
立
て
、
未
登
記
処
理
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

質
問　

登
記
事
務
に
つ
い
て
、
有
資

格
者
の
定
期
委
託
な
ど
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
ど
う
か
伺
う
。

村
長　

現
在
１
名
で
対
応
し
て
い
る

が
、
今
後
、
臨
時
的
に
有
資
格
者
の

委
託
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

健
康
で
元
気
な
村
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問　

村
の
国
保
一
人
当
た
り
医
療

費
が
高
額
で
横
ば
い
の
中
、
デ
ー
タ

分
析
な
ど
、
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る

用
地
が
農
業
振
興
地
域
の
た
め
、
農

地
転
用
で
村
が
借
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
村
が
用
地
を

購
入
す
る
と
し
て
も
、
地
権
者
の
同

意
、
財
源
措
置
、
費
用
対
効
果
の
検

証
等
、
検
討
課
題
は
山
積
で
、
現
段

階
で
は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
対
応
策
を
考

え
て
い
る
。
案
内
看
板
に
つ
い
て
は

予
算
化
に
向
け
て
検
討
す
る
。

質
問　

マ
レ
ッ
ト
人
口
も
増
え
て
お

り
、
健
康
増
進
、
観
光
面
で
も
検
討

願
い
た
い
。

各
種
交
通
機
関
へ
の
要
望
に
つ
い
て

質
問　

本
村
は
高
速
道
路
や
国
道
、

Ｊ
Ｒ
等
が
通
り
、
近
隣
市
村
に
も
比

較
的
近
く
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

も
有
効
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
現

在
の
松
本
・
明
科
発
着
の
電
車
を
聖

高
原
駅
ま
で
変
更
す
る
よ
う
麻
績
村

と
共
同
で
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
し
て
も
ら
い

た
い
が
ど
う
か
。

村
長　

現
在
の
当
地
域
の
利
用
状
況

で
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
立

ち
上
が
る
篠
ノ
井
線
松
本
地
域
活
性

化
協
議
会
（
仮
称
）
で
、
利
用
率
向

上
の
研
究
を
行
い
、
長
野
県
Ｊ
Ｒ
連

絡
調
整
会
議
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

サッカー場予定地

筑北村観光マップ
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こ
と
は
否
め
な
い
。

質
問　

住
宅
が
古
い
た
め
に
敬
遠
さ

れ
て
い
な
い
か
、
村
営
住
宅
の
統
廃

合
計
画
を
含
め
て
伺
う
。

建
設
課
長　

昭
和
45
年
築
の
住
宅
が

一
番
古
い
が
、
新
し
い
住
宅
建
設
よ

り
今
の
空
き
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が

先
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

元
気
な
村
づ
く
り
実
施
計
画山崎 広道　議員

質
問　

元
気
な
村
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
な
考
え
で
実
施
さ
れ
る
の
か
、
村

の
基
本
実
施
計
画
を
尋
ね
る
。

数
増
加
な
ど
で
あ
る
。

質
問　

地
域
活
性
化
に
も
様
々
な
取

組
み
が
あ
り
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は

継
続
性
と
経
済
（
お
金
）
の
活
性
化

と
考
え
る
。
村
と
し
て
経
済
活
性
化

に
つ
い
て
何
か
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

村
長　

私
の
考
え
に
な
る
が
、
こ
の

地
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
を
住
民
で
味

わ
い
、
好
評
な
も
の
を
村
外
へ
売
っ

て
い
く
事
が
良
い
と
思
う
。
村
内
で

じ
っ
く
り
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
一

番
で
あ
る
。

質
問　

昨
日
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
た

が
、
村
か
ら
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
や
サ

ッ
カ
ー
場
の
提
案
が
さ
れ
た
。
年
間

の
主
要
事
業
の
計
画
書
も
い
た
だ
い

て
い
る
中
で
今
回
新
た
な
事
業
の
提

案
を
い
た
だ
い
た
。
現
在
検
討
し
て

い
る
事
業
も
含
め
、
個
々
に
事
業
を

検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な

計
画
を
立
て
、
そ
の
上
で
早
期
に
提

案
い
た
だ
け
れ
ば
議
会
と
し
て
も
十

分
に
検
討
で
き
る
と
考
え
る
が
回
答

願
う
。
ま
た
、
具
体
的
に
は
検
討
す

る
た
め
の
委
員
会
な
ど
の
設
置
を
提

案
し
た
い
が
考
え
を
伺
う
。

村
長　

大
き
な
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
や
は
り
事
前
に
委
員
会
組

織
を
立
ち
上
げ
、
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
計
画
し
て
い
く
こ
と
は
当
た

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

村
長　

若
者
定
住
の
た
め
家
の
新
築

は
百
万
円
の
補
助
、
改
築
等
に
も
補

助
金
を
支
給
し
て
お
り
好
評
で
あ
る
。

こ
う
し
た
補
助
は
今
後
も
継
続
し
た

い
。
一
方
、
坂
井
地
区
の
杉
ノ
越
団

地
は
６
区
画
が
残
っ
て
お
り
、
本
城

地
区
の
竹
之
下
団
地
は
６
年
前
に
１

区
画
が
売
却
さ
れ
た
以
降
売
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
住
宅
メ
ー

カ
ー
か
ら
は
「
交
通
網
な
ど
立
地
条

件
は
非
常
に
良
い
」。
日
照
時
間
が

長
い
の
で
太
陽
光
発
電
住
宅
の
提
案

も
受
け
て
い
る
。
ま
ず
は
両
団
地
の

売
却
を
中
心
に
進
め
て
い
く
。

質
問　

平
成
25
年
度
は
消
費
税
引
上

げ
前
の
住
宅
駆
け
込
み
需
要
が
起
き

た
。
松
本
市
が
１
３
２
７
棟
、
安
曇

野
市
が
６
１
４
棟
に
対
し
東
筑
摩
郡

は
80
棟
。
内
訳
は
山
形
村
が
52
、
朝

日
村
15
、
麻
績
村
９
、
筑
北
村
が
４

で
あ
る
。
需
要
は
や
は
り
松
本
市
や

安
曇
野
市
に
集
中
し
、
周
辺
部
で
は

北
安
曇
郡
や
山
形
村
へ
流
れ
る
傾
向

に
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
ど
う
い

っ
た
人
達
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
伺
う
。

村
長　

公
務
員
の
皆
さ
ん
に
的
を
絞

っ
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
を
受
け
て

い
る
。
転
勤
に
な
っ
て
も
松
本
・
大

た
め
病
気
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

各
常
会
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
協

力
を
得
て
、
積
極
的
な
検
診
受
診
を

呼
び
か
け
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
福
祉
課
長　

国
保
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
41
万
５
０
２
６
円
で
、

県
平
均
を
10
万
円
ほ
ど
上
回
っ
て
い

る
。
現
在
25
年
度
分
に
つ
い
て
詳
細

分
析
を
進
め
て
い
る
。
24
年
度
は
対

前
年
比
４
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
定
健
診
受
診
率
は
20
年
度

が
58
・
４
％
で
あ
っ
た
が
、
25
年
度

は
49
・
７
％
と
下
が
っ
て
い
る
。
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
た
め
、
健

診
結
果
の
状
況
・
対
策
を
図
表
に
し

た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
。
今
後
、
戸

別
訪
問
、
指
導
に
充
分
活
用
し
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
の

村
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

総
合
計
画
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
が
、
28
年
度
計
画
終
了
後
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
高
齢
者
問
題
等

も
取
り
入
れ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
安
心
安
全
な
住
み
よ
い
筑
北

村
を
つ
く
る
た
め
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

村
長　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
具
現

化
実
施
の
た
め
に
予
算
計
上
し
た
。

質
問　

総
合
計
画
で
掲
げ
る
、“
自

然
に
恵
ま
れ
た
「
安
心
と
活
力
」
の

あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
村
づ
く
り
”
の

た
め
の
、
平
成
26
年
度
の
実
施
計
画

と
、
当
初
予
算
計
上
を
尋
ね
る
。

村
長　

国
の
補
助
等
に
よ
り
新
た
に

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
、
計
画
が
不
十
分
で
予
算
措
置
で

き
ず
見
送
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
８

割
の
事
業
を
予
算
化
し
た
。
実
施
計

画
は
基
本
計
画
の
施
策
に
基
づ
き
、

事
業
内
容
や
実
施
時
期
を
明
ら
か
に

し
、
行
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も

の
で
、
計
画
期
間
は
３
年
間
で
あ
り
、

変
動
す
る
社
会
情
勢
や
財
政
状
況
に

対
応
す
る
た
め
で
、
毎
年
度
見
直
し

を
行
う
。

質
問　

厳
し
い
財
政
下
に
あ
る
の
で
、

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
補
助
金
や

地
方
債
な
ど
、
村
に
有
利
な
条
件
で

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
村
長
の

考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

実
施
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
事

業
に
つ
い
て
は
事
業
の
適
性
を
考
慮

し
て
、
過
疎
債
は
住
民
が
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
事
業
に
、

り
前
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

筑
北
村
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

質
問　

行
政
は
村
の
中
で
も
最
も
住

民
の
意
見
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
今
一
番
多
い
住
民

ニ
ー
ズ
（
要
望
）
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
、
そ
れ
に
対
し
村
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

村
長　

一
番
は
坂
井
地
域
の
こ
と
で

あ
り
、
私
自
身
も
一
番
気
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
職
員
集
落
担
当
制
を

利
用
し
て
、
区
等
よ
り
要
望
が
あ
れ

ば
行
政
か
ら
出
向
い
て
い
く
と
い
う

ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
い
き
た
い
。
そ

の
よ
う
な
取
組
み
か
ら
私
の
言
っ
て

い
る
「
筑
北
村
は
一
つ
」
が
達
成
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構
想
、

定
住
促
進
の
進
め
方
に
つ
い
て

太田 守彦　議員

質
問　

筑
北
村
は
定
住
促
進
に
つ
い

町
・
長
野
・
上
田
、
ど
こ
へ
も
通
え

る
状
況
に
あ
る
。
鉄
道
に
つ
い
て
も
、

聖
高
原
発
着
の
復
活
な
ど
き
ち
ん
と

運
動
し
て
い
く
。

質
問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
に
つ

い
て
は
ど
う
か
現
状
を
伺
う
。

総
務
課
長　

平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
こ
の
２
年
間
の
物
件
登
録

数
は
37
軒
で
、
15
軒
が
契
約
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
11
軒
、
23
人
が
移
住
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
。
25
年
度
の
物
件
見
学

者
は
30
名
以
上
、
空
き
家
情
報
の
提

供
待
ち
希
望
者
は
51
名
と
な
っ
て
お

り
、
空
き
家
の
需
要
は
ま
す
ま
す
増

加
し
て
い
く
と
予
想
す
る
。

質
問　

も
っ
と
多
く
の
空
き
家
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク

へ
登
録
さ
れ
な
い
理
由
を
伺
う
。

総
務
課
長　

家
財
等
が
残
っ
て
い
る
、

家
の
改
修
が
必
要
、
と
い
っ
た
個
別

事
情
が
あ
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

助
成
策
と
し
て
家
財
処
分
費
用
の
助

成
や
中
古
住
宅
取
得
に
関
わ
る
定
住

促
進
の
助
成
が
あ
り
、
こ
う
し
た
制

度
の
利
用
を
呼
び
か
け
た
い
。

質
問　

村
営
住
宅
の
空
き
が
増
加
傾

向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

建
設
課
長　

村
営
住
宅
は
公
営
含
め

て
現
在
１
０
４
戸
あ
り
、
う
ち
12
戸

が
空
い
て
い
る
。
増
加
傾
向
に
あ
る

筑
北
村
の
目
指
す

地
域
活
性
化
の
姿
に
つ
い
て

沖村 智　議員

質
問　

５
年
後
、
10
年
後
の
筑
北
村

の
姿
に
つ
い
て
村
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

村
長　

村
の
将
来
像
は
筑
北
村
の
総

合
計
画
、
建
設
計
画
の
基
本
構
想
を

基
本
と
し
て
い
る
。
現
在
、
後
期
総

合
計
画
で
も
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
計

画
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
掲
げ
た
内

容
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
で
村
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

質
問　

回
答
に
つ
い
て
数
値
的
な
指

標
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

村
長　

数
値
的
指
標
の
達
成
の
た
め

仕
組
み
や
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
例
と
し
て
、
５
年
後
の
人

口
を
５
千
人
台
で
維
持
す
る
こ
と
や
、

18
歳
以
下
の
若
者
人
口
割
合
も
、
合

併
当
時
の
13
・
８
％
の
水
準
ま
で
引

き
上
げ
た
い
。
そ
の
他
と
し
て
通
勤

時
間
10
分
短
縮
、
荒
廃
地
面
積
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
縮
小
、
有
害
獣
の
駆
除
頭

竹之下団地…空き
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て
「
部
活
動
モ
デ
ル
」
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

村
財
政
に
つ
い
て

質
問　

合
併
算
定
替
の
終
了
を
控
え

て
、
交
付
税
の
額
は
い
か
ほ
ど
に
な

る
か
を
伺
う
。

村
長　

平
成
32
年
度
に
は
予
算
額
は

30
～
33
億
円
に
な
る
と
見
込
む
。
物

件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
の
増

加
の
見
込
ま
れ
る
中
で
、
国
県
の
交

付
金
、
助
成
事
業
を
積
極
的
に
導
入

し
、
財
源
の
確
保
に
努
力
し
た
い
。

質
問　

40
億
円
あ
る
合
併
特
例
債
の

使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

総
合
計
画
に
沿
っ
て
出
来
る

限
り
の
事
を
取
り
入
れ
る
。
ま
た
、

基
金
と
し
て
残
す
方
法
も
あ
る
の
で
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

松
く
い
虫
に
つ
い
て

鎌田 欣子　議員

現
状
維
持
し
、
中
学
校
は
統
合
に
向

け
て
協
議
を
深
め
た
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
筑
北
村
と
し
て
は
、
２
年

余
り
検
討
し
た
が
歩
み
寄
り
が
出
来

な
い
の
で
、
新
た
に
筑
北
村
内
で
１

中
学
校
、
１
小
学
校
、
１
保
育
園
を

提
案
し
た
。

　

５
月
の
内
容
は
、
前
回
の
両
村
長

の
統
合
案
に
つ
い
て
検
討
結
果
を
報

告
し
た
。
麻
績
村
長
は
住
民
へ
、
麻

績
村
の
上
申
書
で
説
明
し
て
あ
る
の

で
、
現
時
点
で
１
８
０
度
違
う
案
は

考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

私
は
、
筑
北
村
は
一
つ
で
方
向
性
を

出
し
た
い
と
し
た
。
意
見
交
換
で
麻

績
村
長
か
ら
、
麻
績
小
と
坂
井
小
の

統
合
を
早
急
に
進
め
る
と
い
う
提
案

が
出
さ
れ
、
筑
北
村
と
し
て
は
真
摯

に
受
け
止
め
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
村
か
ら
は
提
案
し
た
方
向
性
案
を

麻
績
村
で
検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
要

請
し
た
。

質
問　

前
回
２
回
の
議
会
で
も
、
村

長
は
坂
井
地
域
で
の
懇
談
会
を
開
く

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
後
の
進

め
方
は
ど
う
か
。

村
長　

最
初
の
年
と
し
て
、
職
員
集

落
担
当
制
を
通
じ
、
区
長
・
常
会
長

と
相
談
し
て
、
私
の
方
か
ら
い
つ
で

も
出
向
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
統
合
に
つ
い
て

山田 寿　議員

質
問　

筑
北
・
麻
績
両
村
の
学
校
統

合
を
検
討
す
る
の
に
長
い
年
月
が
経

過
し
て
い
る
。
原
因
の
一
つ
に
は
、

議
論
の
中
味
が
行
き
つ
戻
り
つ
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
終
的
に
は

議
会
の
議
決
で
あ
る
が
、
両
村
協
議

会
で
の
権
限
が
明
確
で
な
い
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

両
村
で
認
識
の
差
異
が
あ

っ
た
。
当
村
の
見
解
は
「
諮
問
機
関

で
あ
る
」
と
し
、
麻
績
村
で
は
「
最

高
議
決
機
関
で
あ
る
」
と
の
見
解
を

持
っ
て
い
た
。

質
問　

麻
績
村
長
は
最
近
に
な
っ
て
、

坂
井
小
と
麻
績
小
を
統
合
し
た
い
旨

の
意
思
を
表
明
し
た
。
筑
北
村
長
は
、

本
村
か
ら
の
問
題
提
起
に
相
手
側
の

応
答
が
無
い
事
で
、
筑
北
村
の
中
で

統
合
し
た
い
旨
を
表
明
し
て
い
る
が
、

坂
井
小
、
麻
績
小
の
再
度
の
検
討
を

願
い
た
い
が
所
信
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

中
学
校
を
い
か
に
統
合
す

合
併
特
例
債
は
合
併
後
の
村
に
お
け

る
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
、
均
衡

あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
行
う
公
共

的
施
設
の
整
備
事
業
や
、
総
合
的
か

つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
行
う

公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
事
業
に
、

そ
れ
ぞ
れ
財
源
と
し
て
計
上
し
て
い

る
。
当
村
に
と
っ
て
、
ど
ち
ら
も
有

利
な
起
債
で
あ
り
、
今
後
の
財
政
状

況
を
み
な
が
ら
借
入
れ
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
の
考
え
で
い
る
。

質
問　

平
成
26
年
度
の
実
施
計
画
に

お
い
て
、
地
方
債
の
申
請
事
務
が
行

わ
れ
た
時
期
だ
が
、
そ
の
動
向
に
つ

き
各
事
業
の
起
債
借
入
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

平
成
26
年
度
の
過
疎
対

策
事
業
債
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
合
わ
せ
て
１
億
１
千
５
万
円
。
一

般
会
計
は
、
村
道
整
備
事
業
分
５
路

線
、
７
千
３
０
０
万
、
橋
梁
修
繕
事

業
分
２
橋
、
６
５
０
万
円
、
特
別
事

業
分
（
ソ
フ
ト
事
業
）
３
事
業
で

１
千
４
８
０
万
円
。
特
別
会
計
で

は
、
簡
易
水
道
事
業
分
２
５
０
万
円
、

集
落
排
水
事
業
分
１
千
１
６
０
万

円
、
合
併
浄
化
槽
事
業
分
２
１
０
万

円
。
合
併
特
例
債
は
、
６
事
業
分
、

２
億
１
３
６
０
万
円
で
あ
る
。
事
業

を
行
う
際
に
は
有
利
な
財
源
を
確
保

し
、
今
後
の
負
担
を
考
慮
に
入
れ
て

質
問　

松
く
い
虫
に
よ
っ
て
枯
れ
て

伐
採
さ
れ
た
松
を
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

被
害
の
拡
大
等
を
抑
制

す
る
た
め
に
伐
倒
燻
蒸
処
理
を
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
を
更
に
処

分
、
あ
る
い
は
片
付
け
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

ビ
ニ
ー
ル
に
覆
わ
れ
て
い
る

が
そ
の
ビ
ニ
ー
ル
は
何
時
ど
の
よ
う

に
処
理
す
る
の
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

県
の
林
務
課
へ
ビ
ニ
ー

ル
の
撤
去
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は

あ
る
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
東
信
地

区
で
以
前
あ
っ
た
が
経
費
が
か
か
り

す
ぎ
る
た
め
現
在
は
実
施
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
。
当
村
で
も
ビ
ニ
ー
ル

を
片
付
け
る
予
定
は
な
い
。

質
問　

環
境
に
よ
い
、
自
然
に
還
る

ビ
ニ
ー
ル
を
使
用
す
る
予
定
は
な
い

か
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

自
然
分
解
シ
ー
ト
は
値

段
が
高
い
。
ま
た
、
破
損
し
や
す
い

た
め
作
業
効
率
が
悪
く
、
安
全
対
策

で
も
か
な
り
気
を
使
わ
な
く
て
は
い

け
な
い
。
あ
く
ま
で
個
人
林
の
対
策

で
あ
り
、
被
害
抑
制
の
た
め
に
現
在

処
理
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

村
と
し
て
考
え
て
い
な
い
。

豪
雪
被
害
へ
の

村
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て

質
問　

最
終
的
な
被
害
状
況
と
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
等
農
業
施
設
へ
の
支
援

策
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
被

害
棟
数
は
49
件
で
67
棟
、
面
積
が

４
９
０
４
㎡
。
被
害
農
家
へ
説
明
会

を
開
催
し
、
内
容
的
に
は
最
大
９
割

の
支
援
事
業
で
あ
る
。

質
問　

補
助
対
象
が
非
常
に
厳
し
く
、

売
り
上
げ
が
50
万
円
以
上
か
、
耕
作

面
積
が
３
反
歩
以
上
か
、
10
年
間
営

農
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
こ

と
で
、
２
～
３
名
が
説
明
会
の
途
中

で
帰
ら
れ
た
。
そ
れ
を
見
て
私
は
非

常
に
残
念
に
思
っ
た
。
村
独
自
の
支

援
策
が
出
来
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長　

高
齢
者
が
農
業
を
し
て
い
る

中
で
、
生
産
意
欲
を
無
く
し
た
農
家

も
か
な
り
い
る
。
村
単
独
で
の
見
舞

金
を
検
討
し
た
が
、
筑
北
村
独
自
で

実
施
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
東
筑

摩
郡
５
村
で
も
、
財
政
が
厳
し
く
国

の
支
援
に
頼
る
し
か
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。

る
か
も
視
点
に
置
き
な
が
ら
、
麻
績

村
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
は
善
処
し

た
い
。

質
問　

平
成
27
年
４
月
に
は
、
本
城

小
と
坂
北
小
と
の
統
合
が
決
ま
っ
て
い

る
。
坂
井
小
の
動
向
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

８
者
会
談
の
結
論
を
も
っ

て
教
育
委
員
会
、
議
会
へ
協
議
を
移

し
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

質
問　

文
科
省
は
土
曜
授
業
に
つ
い

て
指
針
を
出
し
て
い
る
が
、
本
村
の

現
状
と
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
尋
ね
る
。

教
育
長　

に
こ
に
こ
土
曜
楽
行
、
わ

く
わ
く
教
室
な
ど
を
開
設
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
地
域
の

人
の
協
力
を
得
て
進
め
て
参
り
た
い
。

ま
た
、
坂
北
庁
舎
を
図
書
館
に
使
う

予
定
の
中
で
、
学
習
体
制
の
新
た
な

構
築
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問　

中
学
校
で
の
早
朝
練
習
（
朝

練
）
に
つ
い
て
は
長
所
・
短
所
が
問

題
視
さ
れ
、
県
教
委
が
指
針
を
出
し

て
い
る
。
そ
れ
へ
の
対
処
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
次
長　

学
力
も
体
力
も
必
要
と

の
前
提
で
、
県
教
委
の
指
針
を
受
け

事
業
を
選
択
し
て
い
く
。

学
校
統
合
に
つ
い
て

小山 正博　議員

質
問　

３
月
、
５
月
の
筑
北
・
麻
績

両
村
の
８
者
会
談
の
内
容
と
進
捗
を

尋
ね
る
。

村
長　

３
月
の
内
容
は
、
両
村
学
校

等
検
討
会
議
の
開
催
経
過
の
確
認
と

両
村
長
の
意
見
交
換
だ
っ
た
。
麻
績

村
長
は
、
保
育
園
と
小
学
校
は
当
面 東条集落廃水処理施設改修
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議
会
第
３
回
臨
時
会

　

７
月
10
日
第
３
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

・
筑
北
村
場
外
離
着
陸
場
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
筑
北
村
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び

と
く
ら
温
泉
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算

　

３
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

質
問　

地
権
者
が
片
付
け
る
の
は
大

変
難
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
村
と
し
て
考

え
て
欲
し
い
。
次
に
、
松
の
代
わ
り

に
桜
・
ツ
ツ
ジ
等
を
植
え
る
な
ど
、

植
栽
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
、

ま
た
、
松
を
チ
ッ
プ
燃
料
と
し
て
使

っ
て
い
く
予
定
が
な
い
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

村
と
し
て
は
伐
倒
燻
蒸

処
理
に
全
力
を
注
い
で
い
る
状
況
で

あ
る
。
チ
ッ
プ
燃
料
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
塩
尻
市
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
た
り
、

安
曇
野
市
の
長
峰
山
森
林
体
験
交
流

セ
ン
タ
ー
「
天
平
の
森
」
の
風
呂
用

の
高
性
能
ボ
イ
ラ
ー
に
使
用
し
て
い

る
例
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

村
長　

植
栽
の
変
更
・
松
の
後
利
用

は
こ
れ
か
ら
検
討
し
、
対
策
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
会
第
４
回
臨
時
会

　

７
月
24
日
第
４
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

・
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事

業
屋
内
運
動
場
３
校
（
坂
北
・
坂

井
・
聖
南
）
非
構
造
部
材
耐
震
化

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問　

学
校
・
保
育
園
の
給
食
の
材

料
、
特
に
米
・
パ
ン
・
野
菜
の
地
産

地
消
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

米
に
つ
い
て
は
長
野
県

産
を
76
～
78
％
、
う
ち
筑
北
産
を
40

～
50
％
使
用
し
て
い
る
。
野
菜
は
３

地
域
の
直
売
所
か
ら
購
入
し
て
い
る

が
時
期
・
量
の
問
題
が
あ
り
、
賄
え

な
い
も
の
は
地
域
内
の
他
店
舗
か
ら

購
入
し
て
い
る
。
パ
ン
は
「
ち
く
ほ

っ
く
る
」
の
パ
ン
を
給
食
委
員
会
で

検
討
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
県
学
校

給
食
会
の
示
す
栄
養
基
準
・
単
価
・

食
味
の
問
題
等
が
あ
り
、
現
在
は
長

野
県
給
食
会
委
託
の
業
者
か
ら
購
入

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問　

給
食
代
は
１
食
当
た
り
小
学

校
２
９
０
円
中
学
校
３
２
０
円
だ
が
、

そ
の
無
料
化
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
次
長　

無
料
化
す
る
と
村
全
体

で
年
間
１
９
８
０
万
ほ
ど
に
な
る
。
食

べ
る
物
は
個
人
負
担
と
い
う
考
え
の
基
、

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。
財
政
面
等
踏

ま
え
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

提
言　

給
食
代
の
未
収
は
ひ
と
り
も
い

な
い
状
況
の
本
村
。
都
会
で
は
あ
え
て

払
わ
な
い
家
庭
が
多
い
昨
今
、「
子
育
て

に
優
し
い
」村
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

松くい虫　破れたビニール

坂井地域に建設された場外離着陸場木質バイオマス発電所

第65回東筑摩郡村議会議員大会

太
田　

守
彦　

議
員

８
月
19
日
よ
り
福
島
県
会
津
地
方

へ
、
議
員
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

温
暖
化
や
Ｃ
Ｏ
２
対
策
と
し
て
、

ま
た
原
子
力
に
変
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
、
注
目
を
集
め
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
が
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
で
す
。

間
伐
材
や
松
食
い
被
害
に
よ
る
伐

倒
材
等
は
需
要
が
低
く
、
未
利
用
材

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
山
か

ら
運
び
出
し
、
大
型
破
砕
機
が
チ
ッ

プ
状
に
細
か
く
砕
き
、
そ
の
燃
焼
熱

で
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す

る
と
い
う
の
が
一
連
の
発
電
サ
イ
ク

ル
で
す
。
因
み
に
長
野
県
で
は
塩
尻

市
の
「
信
州
Ｆ
パ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
27
年
４
月
の
稼
働
を
目
指
し

て
建
設
中
で
す
。

視
察
先
は
林
業
会
社「
ノ
ー
リ
ン
」

と
発
電
会
社「
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津
」

の
２
事
業
所
で
し
た
。

前
者
で
は
２
個
所
の
チ
ッ
プ
工
場

と
広
大
な
貯
木
場
へ
案
内
さ
れ
ま
し

た
。「
若
者
が
地
元
へ
戻
っ
て
き
て

く
れ
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
林
業
ノ
ウ
ハ

ウ
（
伐
採
や
運
搬
等
）
を
引
き
継
い

佐
藤　

文
男　

議
員

９
月
２
日
筑
北
村
に
お
い
て
、
地

元
国
会
議
員
・
県
議
・
松
本
地
方
事

務
所
長
・
松
本
建
設
事
務
所
長
・
各

村
長
を
来
賓
に
招
き
、
東
筑
摩
郡
村

議
会
議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
山
議
会
議
長
が
大
会
長

を
務
め
、
各
村
よ
り
提
出
さ
れ
た
一

議
題
を
提
案
審
議
し
、
全
提
出
議
題

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
東
筑
摩

郡
議
長
会
で
は
、
決
議
さ
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
案
件
に
つ
い
て
、
国
・
県
の

関
係
機
関
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

先
進
地
視
察

第
65
回
東
筑
摩
郡
村
議
会

議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

で
い
る
。
会
津
の
山
を
守
り
た
い
」

と
い
う
社
長
さ
ん
の
言
葉
が
非
常
に

印
象
的
で
し
た
。

後
者
で
は
、
こ
の
設
備
が
会
津
地

方
の
一
万
世
帯
へ
電
力
供
給
し
て
い

る
事
、
送
電
設
備
や
１
日
千
ト
ン
弱

の
冷
却
水
の
確
保
な
ど
立
地
条
件

の
難
し
さ
な
ど
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

塩
尻
の
Ｆ
パ
ワ
ー
は
２
万
世
帯
で
あ

り
、
採
算
的
に
も
一
定
規
模
が
必
要

と
の
事
で
し
た
。

二
日
間
の
視
察
を
通
し
て
、
会
津

地
方
の
人
々
が
山
や
森
林
を
と
て
も

大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
森
林
保
全
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
杉
を
中
心
と
し
た
立
派
な
森
林

が
広
が
り
、
松
食
い
被
害
の
枯
損
木

が
一
部
残
る
も
の
の
計
画
的
に
伐
採

し
て
お
ら
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
先
進

地
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

本
村
の
豊
か
な
ア
カ
マ
ツ
林
を
維

持
し
、
松
茸
な
ど
の
特
産
品
を
通
じ

て
村
の
知
名
度
向
上
を
図
る
事
、
林

業
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
参
考

と
な
っ
た
ほ
か
、
化
石
燃
料
か
ら
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
る

こ
と
は
、
地
元
の
雇
用
創
出
や
活
性

化
に
繋
が
る
こ
と
も
わ
か
り
、
時
流

に
応
じ
た
視
察
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

筑
北
村
で
は
、「
国
道
４
０
３
号

矢
越
防
災
事
業
の
早
期
完
成
に
つ

い
て
」
を
提
案
し
、
沖
村
智
議
員
が
、

提
案
説
明
を
し
ま
し
た
。
地
域
住
民

が
切
に
求
め
る
安
全
で
安
心
な
生
活

が
で
き
る
道
路
基
盤
の
整
備
推
進
と

し
て
，
矢
越
防
災
事
業
の
早
期
完
成

と
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら
安
曇
野
市
国
道

19
号
接
続
ま
で
の
線
形
解
消
推
進
に

関
し
て
の
事
業
化
を
要
望
し
、
支
援

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

引
き
つ
づ
き
（
株
）
地
元
カ
ン
パ

ニ
ー
の
児
玉
社
長
よ
り
、
講
演
が
あ

り
、「
故
郷
を
離
れ
た
若
者
を
活
用

し
て
、
故
郷
を
活
性
化
し
よ
う
」
の

演
目
で
、
有
意
義
な
話
が
あ
り
ま
し

た
。
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筑
北
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ

　

長
野
県
知
事
選
挙
の
選
挙
結
果

　

８
月
10
日
（
日
）
に
長
野
県
知
事

選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

投
票
率
59
・
97
％

　
（
前
回
比
△
７
・
４
％
）

　

有
権
者
数　

４
，
３
５
２
人

　

投
票
者
数　

２
，
６
１
０
人

＊
期
日
前
投
票
者
数
８
２
２
人

　

投
票
率　

18
・
89
％　

開
票
結
果

　
　

有
効
投
票
数 

２
，
５
９
３
票

　
　

無
効
投
票
数　
　
　
　

 

17
票

　

告
示
か
ら
当
日
ま
で
17
日
間
と
長

い
選
挙
期
間
で
し
た
が
、
大
勢
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
選
挙
予
定

・
10
月
19
日　

　

筑
北
村
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

・
平
成
27
年
４
月　

　

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

議　会　日　誌

7月
1日

10日

15日

16日

17日

18日

22日

25日

28日

28日

30日

12日

20日

22日

25日

8月

松本広域臨時議会

第３回臨時会

麻績村筑北村学校組合臨時議会

真田新田線改良期成同盟会

松本糸魚川連絡道路長野県側ルート建設促進協議会総会

議員研修会・143号期成同盟会

国道403号道路整備促進期成同盟会総会

大町麻績インター千曲線整備促進期成同盟会総会/県要望活動

青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会総会

国道403号及び青木・麻績インター・新町間　県要望活動

松本糸魚川連絡道路建設促進期成同盟会総会

土砂法説明

松本・佐久地域高規格道路建設促進期成同盟会総会

東筑摩郡村議会議長会第2回臨時総会

国道403号道路整備期成同盟会中央要望

「
筑
北
小
学
校
」の
校
章
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
！

私
立
広
域
通
信
制
・
単
位
制

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
決
定

筑北村
公民館報
平成26年9月19日発行

〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5711-1
電話　0263-67-1161
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

第53号

　

来
年
4
月
に
開
校
す
る
「
筑
北
小

学
校
」
の
校
章
の
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、
村
内
外
か
ら
31
点
の
応
募
が
あ

り
、
本
城
小
学
校
・
坂
北
小
学
校
統
合

準
備
委
員
会
と
教
育
委
員
会
で
審
議

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
村
花
の
ツ
ツ
ジ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
安
曇
野
市
穂
高
の
高

橋
さ
ん
の
応
募
さ
れ
た
作
品
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　

選
定
さ
れ
た
作
品
を
基
に
校
正
を

行
い
、
校
章
・
校
旗
の
完
成
は
12
月

中
の
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

こ
ど
も
支
援
課

電
話
67
―
１
１
６
１

　

本
城
小
学
校
と
坂
北
小
学
校
が
統
合

と
な
り
、
筑
北
小
学
校
が
開
校
に
な
る

こ
と
で
、
空
き
校
舎
と
な
る
本
城
小
学

校
の
後
利
用
と
し
て
、
誘
致
を
進
め
て

き
た
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
が
、
８
月
６
日
運

営
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
タ
イ
ケ
ン
学

園
（
本
部
・
東
京
都
板
橋
区
）
の
理
事

会
で
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学

校
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
長
の
村
山
さ
ん
が

役
場
を
訪
問
し
、
校
名
を
「
ウ
ェ
ル
ネ

ス
筑
北
高
等
学
院
（
仮
称
）」
と
村
名

が
入
る
予
定
や
ス
ポ
ー
ツ
・
ド
ッ
ク
ト

リ
マ
ー
・
理
美
容
師
養
成
の
３
コ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
の
説
明
を
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
村
と
学

校
法
人
タ
イ
ケ
ン

学
園
（
本
部
・
東

京
都
板
橋
区
）
と

の
契
約
調
印
式
を

年
内
に
行
う
予
定

で
す
。

選定作品

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

　
夏
休
み
の
人
権
学
習

　

公
民
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休

み
に
合
わ
せ
て
人
権
学
習
と
映
画
上

映
会
を
行
い
ま
し
た
。
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て
充
実
し
た
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　　

人
権
学
習
で
は
、
生
涯
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
子
ど
も
支
援
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
か
ら
二
つ
の
紙
芝
居
を

し
て
も
ら
っ
た
後
、
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
熱

演
で
紙
芝
居
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
登
場
人
物
の
気
も

ち
等
に
つ
い
て
深
く
考
え
話
し
合
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
「
お
と
う
さ
ん
」
で
は
、
お

と
う
さ
ん
に
化
け
て
ぼ
う
や
を
連
れ

去
っ
て
し
ま
う
化
け
物
ベ
グ
ー
の
気

も
ち
に
つ
い
て
も
、
話
し
合
う
場
面
を

設
け
て
み
ま
し
た
。

☆
ど
う
し
て
ベ
グ
ー
は
人
間
の
お
と

　

う
さ
ん
に
化
け
た
の
で
し
ょ
う
。

・
い
つ
も
一
人
ぼ
っ
ち
で
さ
び
し

か
っ
た
か
ら

・
一
人
ぼ
っ
ち
は
い
や
だ
っ
た
か
ら

・
ぼ
う
や
と
い
る
と
寂
し
く
な
く
な

る
と
思
っ
た
か
ら

・
い
つ
も
ぼ
う
や
と
い
ら
れ
る
お
と

う
さ
ん
は
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら

・
お
と
う
さ
ん
と
ぼ
う
や
が
い
っ
し
ょ

に
川
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
見
て
う

ら
や
ま
し
い
と
思
っ
た
か
ら

・
自
分
も
ぼ
う
や
と
遊
び
た
い
と

思
っ
た

・
だ
か
ら
自
分
も
お
と
う
さ
ん
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
等
々

　

子
ど
も
た
ち
は
、
一
見
悪
者
と
も
思

え
る
ベ
グ
ー
に
し
っ
か
り
心
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
話
し
合
い
を
通

し
て
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
こ

と
の
大
切
さ
も
感
じ
と
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
思
い
切
っ
て
意
見
を
言
っ
た

一
年
生
に
拍
手
を
し
た
り
、
一
年
生
に

負
け
ま
い
と
続
け
て
元
気
い
っ
ぱ
い
発

表
し
た
り
、
六
年
生
の
深
い
考
え
に
感

動
し
た
り
と
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
映
画
会
で
は
、「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」
を
観
ま
し
た
。

　

始
ま
る
前
に
は
、「
前
の
方
が
見
え

る
よ
。」
と
言
っ
て
小
さ
い
子
の
椅
子

を
前
に
持
っ
て
い
っ
て
あ
げ
た
り
、
後

ろ
の
子
に
「
見
え
る
？
」
と
確
認
し
た

り
す
る
等
、
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち

の
気
遣
い
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

心
の
伝
言
板
○32

学校法人タイケン学園本部にて
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育
成
会
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ

本
城
小
学
校
６
年
生

関
川
峻
司
君
全
国
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
５
位
入
賞

　

８
月
６
・
７
日
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー

ツ
広
場
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
小
学
５
・

６
年
生
を
対
象
に
し
た
リ
ー
ダ
ー
キ

ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
岡
公
民
館
長
の
指
導
の
下
、
Ｋ
Ｙ

Ｔ
（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
研
修

で
は
想
定
さ
れ
る
危
険
箇
所
を
指
摘
し

合
い
キ
ャ
ン
プ
中
の
危
険
を
回
避
で
き

る
よ
う
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
班
長
、

食
事
係
、
レ
ク

係
を
決
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
責
任

を
も
っ
て
役
割

を
こ
な
し
リ
ー

ダ
ー
に
必
要
な

知
識
と
経
験
を

培
い
ま
し
た
。

　

参
加
児
童
は
仲
間
と
協
力
し
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

坂
北
地
域
に
あ
る
青
柳
城
址
公
園

は
東
山
地
区
か
ら
車
で
登
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
青
柳
地
域
で
は

か
つ
て
「
城
山
祭
」
と
し
て
多
く
の

人
た
ち
が
青
柳
宿
か
ら
お
城
に
登
り

宴
を
開
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
春
に
地
区
の
役
員
が
登
る

と
い
う
か
た
ち
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

善
光
寺
街
道
開
道
４
０
０
年
の
記
念
、

居
館
跡
県
史
跡
指
定
40
周
年
を
記
念

し
た
登
山
が

9
月
6
日
に

行
わ
れ
ま
し

た
。
地
元
青

柳
地
区
住
民

を
中
心
に
参

加
し
、
歴
史

跡
を
見
な
が

ら
登
り
ま
し

た
。

　

山
道
を
登
る
と
三
の
郭
に
で
ま
す
。

冠
木
門
を
通
り
虎
口
の
先
に
一
の
郭

に
到
着
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
筑
北
地

域
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
参
加
し

た
人
達
は
、
か
つ
て
は
こ
こ
か
ら
敵

陣
の
動
き
を
観
察
し
た
の
だ
ろ
う

か
？
と
思
い
な
が
ら
高
速
道
路
を
走

る
車
や
収
穫
の
時
期
を
む
か
え
る
水

田
を
み
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
し
た『
切
通
し
の
会
』

で
は
、
10
月
末
に
広
く
一
般
か
ら
の

参
加
者
を
集
め
、
善
光
寺
街
道
青
柳

宿
か
ら
城
山
に
登
る
企
画
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
城
小
学
校
６
年
生
関
川
峻
司
君

は
、
６
月
29
日
第
30
回
全
国
小
学
校

陸
上
競
技
交
流
大
会
「
長
野
県
代
表

選
考
会
」
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

で
優
勝
し
、
長
野
県
代
表
と
し
て
、

８
月
23
日
横
浜
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で

行
わ
れ
た
第
30
回
全
国
小
学
校
陸
上

競
技
交
流
大
会
「
全
国
大
会
」
へ
出

場
し
、
全
国
47
人
出
場
の
中
、
５
位

入
賞
を
見
事
果
た
し
ま
し
た
。

記
録
は
、
自
己
ベ
ス
ト
66
㍍
64
を
上

回
る
72
㍍
89
で
し
た
。

　

８
月
28
日
田
中
校
長
、
西
澤
教
諭
、

関
川
峻
司
君
の
３
人
が
役
場
を
訪
れ
、

全
国
大
会
５
位
入
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

絵の中に危険な所はどこかな？上手に飯ごう
炊けました

村長らと記念撮影する関川君
（右から2番目）

青
柳
城
山
登
山

青
柳
宿

戦
国
時
代
青
柳
氏
が
中
村
集
落
か
ら
清

長
寺
へ
居
館
を
移
し
て
形
成
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。
当
時
は
下
町
、
中
町
、
横

町
と
三
地
区
に
分
け
ら
れ
た
。
問
屋
本

陣
が
あ
り
、
横
町
裏
か
ら
清
長
寺
へ
か

け
て
の
畑
に
は
侍
居
敷
跡
が
あ
る
。

（
坂
北
村
村
誌
下
巻
よ
り
）

青
柳
城
は
青
柳
氏
の
城
で
あ
っ
た
が
、

武
田
信
繁
が
川
中
島
へ
の
拠
点
と
し
て

改
修
。
武
田
氏
滅
亡
後
は
小
笠
原
貞
慶

が
川
中
島
へ
の
拠
点
と
し
て
、
上
杉
景

勝
と
の
間
で
城
の
取
り
合
い
で
激
戦
の

繰
り
返
さ
れ
た
地
で
あ
っ
た
。

　（
坂
北
村
村
誌
下
巻
よ
り
）

問屋本陣から出発

青柳城址公園の櫓門

今年度の第 54回長野県吹奏
楽コンクール：中学校の部に、
部員 18名で臨みました。
今回は、『大地の詩』の曲で、
みんな一丸となって頑張って
演奏しました。

★ 7月 19日：中信地区大会・会場キッセイ文化ホール
　21校参加の中で、金賞に輝き、県大会に進みました。
★ 8月 8日：県大会・会場　伊那文化会館
　この大会でも、銀賞の優秀な成績を収めました。

♪
聖
南
中
吹
奏
楽
部
の

結
果
報
告
♪

演奏が終わった後
のいい笑顔が印象的
です。

県大会に向けて、夏休みも返上して、朝から
夕方まで、練習をしてました。

　

７
月
30
日
・
松
本
市
音
文
ホ
ー

ル
で
第
28
回
長
野
県
学
校
合
唱
大

会
に
15
校
（
中
学
校
の
部
）
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
中
信
ブ
ロ
ッ

ク
の
２
部
参
加
（
課
題
曲
が
無
・
人

数
制
限
無
）
に
出
場
し
、
金
賞
を
受

賞
、
県
大
会
へ
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
自
由
曲
『
白
い
ペ
ー
ジ
』
混
声

３
部
合
唱
・
指
揮
岩
下
校
長
先
生
・

伴
奏
は
羽
生
瑞
紀
さ
ん
で
し
た
。

　

８
月
30
日
、
岡
谷
市
カ
ノ
ラ
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
長
野
県
大
会
で

は
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
９

月
27
日
き
さ
さ
げ
祭
に
て
歌
い
ま

す
の
で
お
出
か
け
下
さ
い
。

歌い終わった笑顔の子どもたち（岡谷カノラホール）

パートに分かれて練習

聖南中学校　長野県学校合唱大会 県大会出場

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
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「
足
の
神
様
」　　

坂
井
地
域

　

今
回
は
坂
井
地
域
熊
の
川
地
区
に

あ
る
「
足
の
神
様
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

坂
井
村
石
造
文
化
財
に
よ
る
と
明

治
三
十
四
年
十
月
二
十
五
日
に
造
立

さ
れ
、
石
祠
に
は
「
足
尾
大
神
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
足
尾
大
神

の
石
祠
は
坂
井
地
域
の
真
田
・
杉
崎

修
那
羅
に
も
あ
り
ま
す
が
、
熊
の
川

地
区
の
物
は
高
さ
１
１
０
㎝
と
大
き

く
昔
か
ら
地
区
の
方
々
に
大
切
に
さ

れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
訪
れ
る
人
も
減
り
ま
し
た

が
、
昔
は
足
を
治
し
た
い
人
が
新
し

い
履
物
を
供
え
て
よ
く
お
参
り
し
た

そ
う
で
す
。

　

場
所
は
新
倉
の
バ
ス
停
か
ら
熊
の

川
方
面
へ
細
い
旧
道
を
少
し
登
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
分
か
り
に
く
い
場
所

に
あ
り
ま
す
が
、
是
非
探
し
て
お
参

り
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

　

筑
北
盆
地
の
鎮
め
と
な
っ
て
い
る

四
阿
屋
山
は
「
水
の
神
」「
腹
の
神
」

「
安
産
・
子
安
の
神
」
な
ど
の
言
い

伝
え
が
各
地
で
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
９
月
１
日
に
四
阿
屋
山
頂
に
あ

る
「
四
阿
屋
神
社
」
に
て
、
大
祭
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
久
し
ぶ
り
に

登
山
し
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
に
、
水
利
関
係
の
坂

井
地
域
安
坂
地
区
の
氏
子
総
代
と
矢

倉
・
中
村
・
立
川
・
岩
戸
各
地
区
総

代
が
集
ま
り
祭
典
が
行
わ
れ
て
、
終

了
後
に
各
地
区
か
ら
来
た
参
拝
者
た

ち
ま
で
、
御
神
酒
が
配
ら
れ
、
直
会

（
な
お
ら
い
）
を
し
て
、
同
時
に
お

札
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

行
っ
て
み
ま
し
ょ
見
て
み
ま
し
ょ

関
川
村
長
生
徒
に
語
る

吹
奏
楽
部
　
県
大
会
出
場

銀
賞
獲
得

　

３
学
年
の
『
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
の
総
合
的
な
学
習
と
し

て
、
関
川
村
長
を
お
招
き
し
て
講

話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

関
川
村
長
は
、
合
併
の
過
程
、

合
併
後
の
現
状
や
政
策
を
生
徒
達

に
語
り
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
の
質
問
で
は
、「
保
育

園
の
保
育
料
無
料
の
財
源
は
ど
う

す
る
の
か
？
」「
駅
周
辺
の
活
性
化

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
」
等

の
鋭
い
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

質
問
に
も
村
長
と
し
て
の
考
え

を
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、「
麻
績
村
の
人
達
と
仲

良
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
と
語

ら
れ
た
事
が
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
大
編
成
の
部
で
出

場
！
見
事
に
中
信
大
会
を
突
破
し

県
大
会
に
進
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
大
健
闘
で
、
銀
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

久
し
振
り
の
大
編
成
で
の
出
場

で
し
た
が
、
他
地
域
か
ら
出
場
し

た
学
校
に
気
持
ち
で
負
け
る
事
も

な
く
堂
々
と
演
奏
し
ま
し
た
。
来

年
に
繋
が
る
事
の
出
来
る
一
歩
で

あ
り
、
生
徒
に
も
保
護
者
に
と
っ

て
も
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

筑 北 中 学 校 だ よ り

若い人達が帰って
来れる村作りを！

四
阿
屋
山
の
信
仰

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
52
号
の

訂
正
と
お
詫
び

　

25
Ｐ
「
富
蔵
山
・
岩
殿
寺
」
の
記

事
の
う
ち
、
第
１
段
７
行
目
「
岩
殿

寺
の
」
及
び
同
10
行
目
「
こ
の
長
野

県
唯
一
の
」
を
削
除
し
、
第
３
段
10

行
目
の
「
水
野
正
直
公
」
を
「
水
野

忠
直
公
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　

　

ま
た
、
26
Ｐ
「
善
光
寺
街
道
め
ぐ

り
」
の
記
事
の
う
ち
、
15
行
目
「
真

田
家
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
お
寺
」
を

「
小
笠
原
氏
の
時
代
に
再
建
さ
れ
た

お
寺
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

坂
北
分
館
対
抗
野
球
大
会

　

８
月
15
日
坂
北
地
域
恒
例
の
分
館

対
抗
野
球
大
会
が
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー

ツ
広
場
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
68
回
目
と
な
っ
た
伝
統
の
大

会
で
す
が
、
近
年
は
参
加
者
が
少
な

く
な
り
選
手
集
め
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
５
分
館
が
参
加
し
て
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
な
り
白
熱
し
た

試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
の
竹
場
対
青
柳
は
好
投
手

力
投
の
接
戦
と
な
り
、
両
者
譲
ら
ず

同
点
で
試
合
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ケ
ン
決
戦
の
結
果
、
竹
場
の

優
勝
と
な
り
去
年
の
雪
辱
を
晴
ら
し

ま
し
た
。

本
城
ふ
る
さ
と
野
球
大
会

　

８
月
14
日
お
盆
恒
例
の
ふ
る
さ
と

野
球
大
会
が
本
城
球
場
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
、
第

１
，
２
試
合
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え

た
も
の
の
、
降
り
出
し
た
雨
に
そ
の

後
の
試
合
は
中
止
で
、
じ
ゃ
ん
け
ん

で
勝
敗
を
決
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

雨
の
お
か
げ
で
泣
い
た
チ
ー
ム
笑

っ
た
チ
ー
ム
、
悲
喜
交
々
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

聖
南
町

　

準
優
勝　
　

田
屋

　

３　

位　
　

東
条
１

　
　
　
　
　
　

八
木　

　

優　

勝　
　

竹
場
分
館

　

準
優
勝　
　

青
柳
分
館

　

第
３
位　
　

昭
和
町
分
館

　
　
　
　
　
　

中
村
分
館

坂
井
地
域
盆
野
球
大
会

　

８
月
15
日
に
坂
井
地
域
盆
野
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は

高
校
生
の
参
加
者
が
多
く
、
ベ
テ
ラ

ン
チ
ー
ム
と
若
者
チ
ー
ム
の
混
合
メ

ン
バ
ー
で
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
雨
で
開
催
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
勢
も
若
者
に

負
け
ま
い
と
力
の
限
り
ボ
ー
ル
を
追

い
、
熱
く
楽
し
い
試
合
に
な
り
ま
し

た
。

夏
の
野
球
大
会

ヨッシャいけ〜っ

始球式

選手9人全員

がじゃんけん

をします。

かっとばせー！！

優勝の竹場分館

優勝の聖南町チーム
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さ
か
な
つ
か
み
大
会

 
　
　
　
坂
井
・
安
坂
川

　

コ
ラ
ム

　

毎
年
九
月
初
め
に
自
分
が
必
ず

参
加
す
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。
以

前
勤
め
て
い
た
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
な

の
で
す
が
、広
島
、大
阪
、名
古
屋
、

東
京
、
神
奈
川
な
ど
か
ら
安
曇
野

に
集
ま
っ
て
観
光
、
温
泉
、
ト
ー

ク
会
を
開
く
の
で
す
。
こ
の
ト
ー

ク
会
が
夜
中
ま
で
続
く
の
で
す
が
、

60
歳
前
半
か
ら
70
歳
後
半
の
男
性

陣
の
元
気
さ
に
毎
年
驚
か
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

元
気
の
源
は
何
か
？
女
性
陣
の

中
で
話
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
趣
味
、
や
り
た
い
こ
と

を
楽
し
く
や
っ
て
い
る
…
と
い
う

結
論
に
達
し
ま
す
。
一
人
胃
を
摘

出
し
て
体
力
が
お
ち
た
方
が
い
ま

し
た
。
そ
の
翌
年
元
気
な
姿
で
再

会
し
、
私
た
ち
を
驚
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
近
隣
で
暮
ら
す
元
同
僚

た
ち
で
強
引
に
ゴ
ル
フ
に
誘
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。「
ゴ
ル
フ
が
趣

味
だ
っ
た
こ
と
を
引
き
出
し
て
く

れ
た
仲
間
が
い
た
か
ら
」
と
ご
本

人
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
良
き
仲

間
が
い
た
こ
と
が
人
を
元
気
に
し

て
く
れ
た
と
仲
間
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。

　

学
校
の
同
級
生
、
会
社
の
同
僚

ご
近
所
さ
ん
な
ど
良
き
仲
間
が
い

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
の

頃
で
す
。　
　
　

Ｏ
Ｋ
Ａ
ち
ゃ
ん

　

７
月
26
日
の
猛
暑
日
に
、
２
回
目

の
さ
か
な
つ
か
み
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。
ニ
ジ
マ
ス
、

ヤ
マ
メ
３
０
０
匹

を
放
流
し
ま
し
た
。

　

子
供
達
も
50
人

以
上
が
集
ま
り
ま

し
た
。
子
育
て
は

地
域
で
！
そ
ん
な

思
い
の
感
謝
の
大

会
で
す
。

　

坂
井
地
域
の
里
の
駅
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
参
加
者
有
志
が
立
ち
上
げ
た　

坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会
で
は
、
７
月

26
日
・
27
日
に
初
め
て
の
企
画
イ
ベ

ン
ト
「
森
で
薬
を
作
ろ
う
よ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

上
田
市
在
住
の
薬
剤
師
小
川
先
生

を
講
師
に
迎
え
て
坂
井
森
林
体
験
交

流
セ
ン
タ
ー
・
修
那
羅
森
林
公
園
キ

ャ
ン
プ
場
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
の
募
集
期
間
が

短
か
っ
た
の
で
人
が
集
ま
る
か
心
配

し
ま
し
た
が
、
県
外
か
ら
の
２
名
を

含
め
て
16
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

～
キ
ハ
ダ
か
ら
薬
を
作
る
～
を
テ

ー
マ
に
一
日
目
は
講
師
と
共
に
、
林

道
を
散
策
し
植
物
を
観
察
し
な
が
ら

キ
ハ
ダ
の
木
を
探
し
ま
し
た
。
二
日

目
は
キ
ハ
ダ
を
煮
詰
め
、
キ
ハ
ダ
に

よ
る
染
色
も
行
い
ま
し
た
。
キ
ハ
ダ

は
、
古
く
か
ら
生
薬
と
し
て
胃
や
腸

の
薬
に
使
用
さ
れ
た
り
、
染
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
外
側
の

皮
を
剥
が
す
と
名
前
の
通
り
と
て
も

綺
麗
な
黄
色
の
内
皮
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
皮
を
細
か
く
刻
ん
で
煮
出
し

ま
す
。「
良
薬
口
に
苦
し
」
と
言
わ

川の草もきれいに刈られ、子供達
ものびのびと暑さを忘れて楽しむ
事が出来ました。

今日のおかずは
♪焼き魚！♪

坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会

「
森
で
薬
を
作
ろ
う
よ
」

れ
ま
す
が
、
と
て
も
苦
く
て
よ
く
効

き
そ
う
な
薬
が
出
来
ま
し
た
。
染
色

で
は
、
絹
の
布
を
小
石
や
輪
ゴ
ム
を

使
っ
て
縛
り
、
模
様
を
作
り
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
黄
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　

修
那
羅
キ
ャ
ン
プ
場
は
地
元
の
人

で
も
今
回
初
め
て
来
た
人
も
い
ま
し

た
。
と
て
も
良
い

施
設
で
県
外
か
ら

の
参
加
者
も
講
師

の
先
生
も
気
に
入

っ
て
「
ま
た
来
た

い
！
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
こ
を
拠
点

に
し
た
企
画
を
立

て
て
村
内
外
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。イベントのお知らせ

10月 ハロウィン
10 月 21 日（火）から『ハロウィンぬりえ大会』を開催します！おばけやおばけ
かぼちゃのぬりえを用意してあります♪仕上がった絵は図書館に飾ります。みん
なでかわいくぬってくださいね！

古本市
坂北体育館で開催される文化祭（10月 31 日～ 11月 3日）で、一般書、コミック
ス等古くなった本を無料で差し上げます。読書の秋にぜひご利用ください。

11月 読書月間
☆雑誌リサイクル　　11月 1日から筑北村図書館内にて行います。(※先着順です。）
☆読み聞かせ　　　　筑北村図書館　11月 16 日（日）午前 10：00 ～　もりの子お話の会
　　　　　　　　　　本城公民館　　11月 30 日（日）午前 10：00 ～　おはなしポケット
☆スタンプラリー　　読書月間中、筑北図書館・本城公民館・坂井公民館　にて行います｡
　　　　　　　　　　詳細は追ってお知らせいたします。

　もりの子お話の会主催で開催した『夏休みスペシャル！』の様子をご紹介します。
毎年人気のイベントですが、今年も多くの皆さんに参加していただきありがとうござ
いました。
　手遊び・読み聞かせ・パネルシアターなど、どれも面白く、参加した皆さんも真
剣に見入っていました。その後、工作で各自作った “クルクルこま”で遊んでとても
楽しそうでした。

皆さんのお越しをお待ちしています！

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

『すたすたかたつむり』　

面白い本でした☆

ぐりとぐらのカステラ

美味しそうでしたね♪

色とりどりのこまができました！
クルクルまわって楽しかったね！
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の
み
な
さ
ん
に
手
遊
び
や
読
み
聞
か

せ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
宮
下
教

育
長
か
ら
絵
本
を
手
渡
さ
れ
る
と
、

に
こ
に
こ
し
な
が
ら「
あ
り
が
と
う
」

と
、
言
え
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
に
絵
本
を
与
え
た
い
け

れ
ど
、
ど
ん
な
絵
本
を
選
べ
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
。」
そ
ん
な
方
は
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
か
ら
ヒ
ン
ト

に
な
る
内
容
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い

ね
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
（
フ
ァ
ー
ス
ト

ブ
ッ
ク
）
は
、
11
月
14
日
に
行
い
ま

す
。
絵
本
の
扉
を
開
い
て
、
絵
本
の

世
界
の
楽
し
さ
を
親
子
で
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

松
本
短
期
大
学
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
（
7
月
7
日
）

　

今
年
で
3
年
目
に
な
り
ま
す
。
毎

回
楽
し
い
企
画
で
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
参
加
者
数
は
、
52
人
と

過
去
最
多
人
数
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ

対
抗
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
す
い
か
割
な

ど
幼
児
保
育
学
科
、
介
護
福
祉
学
科

の
学
生
が
思
い
切
り
児
童
と
遊
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
学
生
の
ア

ー
チ
を
く
ぐ
り
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て

お
別
れ
し
ま
し
た
。

```````````````````````````````````````````

```````````````````````````````````````````

HAPPY 子育て講習会のお知らせ
もっと幸せなママになれるよ

～自分らしく、楽しい子育てをしませんか～
   レクリェーションや遊びを通してストレスを上手に解消し、

人や子どもとの向き合い方を体験学習する、 楽しい講習会です。

ふるってご参加下さい！

　日　時：10月7日（火）　9時 30分～ 11時 20分
　会　場：坂井児童館へお子さんと一緒に集合して下さい
　　　　　（講習会場　坂井公民館集会室）
　講　師：犬飼　己紀子先生　
　　　　　（松本大学　スポーツ健康学科教授）

え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト

　

元
本
城
保
育
園
舎
を
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
し
始
め
て
約

2
か
月
に
な
り
ま
す
。
継
続
し
て
行

っ
て
い
る
行
事
も
場
所
が
変
わ
る
と

新
鮮
に
感
じ
ま
す
。
新
し
い
場
所
で

“
親
子
で
に
こ
に
こ
”
活
動
し
て
い

る
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

運
動
あ
そ
び

（
6
月
27
日
）

　

柳
澤
運
動
プ
ラ
グ
ラ
ム
を
実
践
し

て
く
だ
さ
る
柳
澤
友
希
先
生
と
（
年

間
4
回
）
親
子
で
身
体
を
動
か
し
て

遊
ん
で
い
ま
す
。「
さ
か
さ
ま
」
に

な
る
こ
と
や
「
回
る
」
こ
と
、
大
胆

な
上
下
運
動
な
ど
、
お
母
さ
ん
の
胸

や
腕
、
背
中
で
な
ら
安
心
し
て
身
を

ゆ
だ
ね
て
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
お
母
さ
ん
同
士
で
「
で
き
た

ね
！
」「
す
ご
い
ね
！
」
と
、
お
互

い
に
声
を
掛
け
あ
っ
た
り
、
手
を
た

た
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
月
1
日
）

　

♪
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
♪
や

♪
と
な
り
の
ト
ト
ロ
♪
等
、
聞
き
な

れ
た
音
楽
に
合
わ
せ
て
、親
子
で（
年

間
4
回
）
身
体
を
動
か
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

講
師
の
遠
藤
正
美
先
生
の
声
掛
け

を
よ
く
聞
い
て
、
大
き
な
ま
る
や
、

小
さ
な
ま
る
に
な
っ
た
り
、
手
を
振

っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
動
い

て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
触
れ
合
い
な

が
ら
の
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
マ
マ
ビ
ク

ス
」
も
あ
り
、「
き
つ
い
～
！
」
と
、

悲
鳴
と
笑
顔
が
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。

誕
生
会
（
6
月
～
7
月
生
ま
れ
）

　
　
　
　
（
7
月
9
日
）

　
「
わ
の
へ
や
」（
た
た
み
の
部
屋
）

で
誕
生
会
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
す
る
時
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

手
渡
す
時
な
ど
、
参
加
者
み
ん
な
が

聞
い
て
く
れ
た
り
、
手
を
た
た
い
た

り
し
て
お
祝
い
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

場
所
を
「
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」
に
移

し
て
“
花
音T

O
RIO

”
の
皆
さ
ん

に
よ
る
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
2
台
と
ピ
ア

ノ
の
美
し
い
音
色
を
聞
い
た
り
、
一

緒
に
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

（
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
（
7
月
25
日
）

　

今
年
度
3
歳
に
な
る
お
子
さ
ん

（
22
名
）
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
坂
北
地
域
で
活
動
さ
れ
て

い
る
“
も
り
の
子
お
は
な
し
の
会
”
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館
報
編
集
後
記

　

館
報
第
53
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

夏
休
み
に
帰
省
し
た
時
に
（
私
は

埼
玉
出
身
で
す
）
東
京
に
住
ん
で
い

る
兄
と
小
学
校
の
夏
休
み
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。
坂
井
小
学
校
の
休
み

は
25
日
間
で
す
が
、
兄
の
子
の
学
校

の
休
み
は
44
日
間
あ
る
そ
う
で
す
。

な
ん
と
19
日
も
違
う
の
で
す
。
前
か

ら
長
野
県
の
夏
休
み
は
短
い
な
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
こ
の
違
い
は
驚
き

で
す
。
調
べ
て
み
た
ら
長
野
県
の
夏

休
み
は
全
国
で
も
北
海
道
と
１
位
、

２
位
を
争
う
短
さ
で
し
た
。
以
前
は

稲
刈
り
休
み
や
寒
中
休
み
が
あ
っ
た

の
で
夏
休
み
の
短
さ
も
理
解
で
き
ま

し
た
が
、
最
近
は
そ
の
よ
う
な
休
み

も
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
し

て
今
で
も
夏
休
み
が
短
い
の
か
は
謎

の
ま
ま
で
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
学
校
で
は
５
・
６

年
生
は
お
受
験
で
忙
し
い
の
で
低
学

年
に
比
べ
て
夏
休
み
の
宿
題
が
少
な

い
そ
う
で
す
。
長
野
の
子
供
達
は
短

い
休
み
で
た
く
さ
ん
の
宿
題
を
頑
張

っ
て
い
る
の
で
す
。
あ
ま
り
子
供
に

「
宿
題
は
終
わ
っ
た
の
!!
」
と
怒
る

の
は
可
愛
そ
う
か
な
と
、
思
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

      　

Ｒ
Ｅ
Ｉ

今年の夏も暑かったですね～
でも、ぎらぎら照りつける太陽の下で
子ども達はとっても元気！！
思いっきり、夏を楽しんでいました。

プールに入れな
くても水遊び楽
しい！！
噴水のおもちゃ
に、みんな歓
声を上げて大は
しゃぎです。

保育園 ～夏の便り～

坂井保育園と交流会
プールで遊んで一緒に
給食を食べました。

気持ちいい！

わーい、水が出たー
たのしい！

夏の風物詩、お化けやしき～
怖くて、先生だっこ～！

おばけ、いる？

成人式
式典

祝賀会
祝！ 成人祝！ 成人

•••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••
新成人メッセージ

]介護の勉強をしています。将来の介護は任せてください !！
]学んでいるものを活かし、いつか地域に貢献したいです。
]転校をしたのでもう逢えないと思っていました。
　こうして皆さんに逢えることが出来、とても嬉しいです。

筑北村民憲章
希望に満ちた村をつくりましょう

このような盛大な式を行って
下さり感謝致します

うわ〜
懐かしいな〜

我がふるさと　最高〜！

坂井小タイムカプセル登場！！


